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ひたジビエの魅力



日
田
市
の
有
害
鳥
獣
被
害

　　
日
田
市
で
は
鳥
獣
被
害
、
と
り
わ
け
イ
ノ
シ

シ
及
び
シ
カ
に
よ
る
農
業
や
林
業
に
対
す
る
被

害
額
が
年
間
３
千
万
円
前
後
で
推
移
し
て
お

り
、
そ
の
対
応
に
迫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
の
が
「
ひ
た
ジ
ビ
エ
」

で
す
。

　
こ
れ
ま
で
捕
獲
し
て
も
一
般
に
流
通
す
る
こ

と
が
な
か
っ
た
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
。
こ
れ
ら
を

買
い
取
っ
て
適
正
な
処
理
と
流
通
を
可
能
に
す

る
た
め
の
処
理
施
設
を
整
備
す
る
。
処
理
施
設

の
整
備
に
よ
っ
て
狩
猟
者
の
意
欲
が
向
上
し
、

鳥
獣
捕
獲
数
が
増
え
る
。
そ
し
て
持
ち
込
ま
れ

た
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
肉
を
新
た
な
特
産
品
と
し

て
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。
こ
れ
ら
を

ひたジビエの魅力
１特集　日田の有害鳥獣被害を減らし、美味しいを提供する

問【ひたジビエについて】上津江振興局☎55２０１１、日田市獣肉処理施設☎54３０５６
　【狩猟関係について】　林業振興課有害鳥獣対策係☎㉒８２１２（市役所３階）

目
指
し
、
平
成
24
年
に
獣
肉
処
理
施
設
を
上
津

江
町
に
建
設
し
「
ひ
た
ジ
ビ
エ
」
と
し
て
の
取

組
み
を
始
め
ま
し
た
。
左
記
グ
ラ
フ
デ
ー
タ
か

ら
も
年
々
、
有
害
鳥
獣
の
被
害
額
が
減
少
し
、

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
捕
獲
数
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
読
み
と
れ
ま
す
。

「
ひ
た
ジ
ビ
エ
」
と
は

　
ジ
ビ
エ
と
は
「
狩
猟
で
得
た
天
然
の

野
生
鳥
獣
の
食
肉
」
を
意
味
す
る
フ
ラ
ン

ス
語
で
す
。
「
ひ
た
ジ
ビ
エ
」
は
、
日
田
の
山

で
水
を
飲
み
ド
ン
グ
リ
を
食
べ
、
太
陽
の
光
を

浴
び
山
を
駆
け
回
っ
た
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を
法

に
基
づ
く
衛
生
管
理
の
も
と
で
加
工
処
理
を

行
っ
た
も
の
の
こ
と
で
す
。

◆
獣
肉
は
、
高
た
ん
ぱ
く
、
低
カ
ロ
リ
ー

野
生
の
イ
ノ
シ
シ
は
冬
場
、
越
冬
の
た
め
に

体
内
に
鉄
分
や
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
の
栄
養
素
を

豊
富
に
蓄
え
、
そ
の
脂
肪
は
牛
や
豚
の
肉
に

比
べ
て
血
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
抑
え
る

不
飽
和
脂
肪
酸
を
多
く
含
み
、
高
た
ん
ぱ

く
、
低
脂
肪
の
ヘ
ル
シ
ー
食
材
で
あ
り
、
コ

ラ
ー
ゲ
ン
も
豊
富
で
す
。
野
生
の
シ
カ
も
、

牛
や
豚
に
比
べ
て
カ
ロ
リ
ー
や
脂
質
は
低
く

鉄
分
や
た
ん
ぱ
く
質
を
多
く
含
ん
で
い
ま

す
。
ど
ち
ら
の
肉
も
新
陳
代
謝
の
促
進

や
疲
労
回
復
に
役
立
つ
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

群
の
含
有
量
も
多
く
、
女
性
や
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
人
に
お
す
す
め
で
す
。

◆
高
品
質
の
獣
肉
の
提
供

止
め
刺
し
か
ら
１
時
間
以
内
の
受
け
入
れ
を

基
準
に
し
て
い
る
こ
と
を
始
め
、
熟
成
用
冷

蔵
庫
（
チ
ル
ド
）
、
解
凍
時
に
ド
リ
ッ
プ
の

出
に
く
い
高
鮮
度
維
持
凍
結
機
（
プ
ロ
ト

ン
）
な
ど
を
備
え
、
徹
底
し
た
衛
生
管
理
の

も
と
、
高
品
質
の
獣
肉
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
「
ひ
た
ジ
ビ
エ
」
は
ジ
ビ

エ
特
有
の
臭
み
が
非
常
に
少
な
く
、
プ
ロ
の

料
理
人
か
ら
も
絶
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
評
価
の
一
つ
と
し
て
「
日
本
猪
祭
り
　

利
き
猪
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
お
い
て
平
成
29
年

か
ら
２
年
連
続
で
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　有害鳥獣によって日田市の農林産物は多大な被害を受けています。しかし、その有害鳥獣であるイノシシ
やシカの肉が日田の特産品「ひたジビエ」となって販売や流通されていることを皆さんは知っていますか。
今回は、この「ひたジビエ」の魅力を紹介します。
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疲労回復

高タンパク

▲獣肉処理施設で処理したシカ肉
こだわり抜いた肉は、膜と脂を徹底してそ
ぎ落とし、きれいな赤身のみのブロックに
仕上げている。 ▲利き猪グランプリ

　の賞状

シカは夏
イノシシは冬が
特におすすめ！
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◆
処
理
の
方
法

１
、
猟
師
か
ら
捕
獲
の
連
絡

止
め
刺
し
後
１
時
間
以
内
の
個
体
し
か
受
入

れ
を
し
て
い
な
い
の
で
、
電
話
で
受
入
れ
が

で
き
る
か
連
絡
が
入
り
ま
す
。

２
、
肉
の
解
体

捕
獲
個
体
の
検
査
・
洗
浄
後
、
皮
を
剥
ぎ
、

内
臓
を
出
し
、
枝
肉
に
し
ま
す
。

「
ひ
た
ジ
ビ
エ
」
に
な
る
ま
で

　
「
ひ
た
ジ
ビ
エ
」
に
関
係
す
る
狩
猟
と
処
理

施
設
と
処
理
の
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
狩
猟

主
な
狩
猟
の
方
法
は
、
３
つ
あ
り
ま
す
。

１
、
箱
わ
な

箱
状
の
わ
な
で
、
内
部
に
仕
掛
け
た
餌
を
目

的
に
入
っ
て
き
た
獲
物
が
箱
の
中
に
収
ま
る

と
扉
が
閉
ま
り
捕
ら
え
る
方
法
。

２
、
く
く
り
わ
な

獲
物
が
仕
掛
け
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
ワ

イ
ヤ
ー
が
閉
ま
り
、
獲
物
を
捕
ら
え
る
方

法
。

３
、
猟
銃

銃
を
用
い
獲
物
を
捕
ら
え
る
方
法
。
数
人
の

猟
師
と
数
頭
の
犬
が
グ
ル
ー
プ
で
行
う
「
グ

ル
ー
プ
猟
」
と
、
一
人
で
猟
犬
を
使
っ
て
行

う
「
単
独
猟
」
が
あ
る
。

　

▲高瀬本町運動教室
　「すずめの学校」

▲おざこ元気アップ広場
　「レクリエーション」

◆
処
理
施
設

安
心
・
安
全
な
獣
肉
を
提
供
す
る
た
め
、
設

備
等
の
衛
生
管
理
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

１
、
清
潔

入
念
に
洗
浄
・
消
毒
を
行
っ
て
い
る
の
で
施
設

は
清
潔
そ
の
も
の
。
徹
底
し
た
衛
生
管
理
の
も

と
、
獣
肉
の
解
体
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

２
、
丁
寧
な
作
業

止
め
刺
し
後
１
時
間
以
内
の
個
体
し
か
受
け

入
れ
ず
、
状
態
が
悪
い
場
合
は
廃
棄
。
肉
全

体
を
食
品
用
ア
ル
コ
ー
ル
で
消
毒
、
寄
生
虫

や
病
気
の
チ
ェ
ッ
ク
。
出
荷
の
前
に
金
属
探

知
機
で
銃
弾
が
残
っ
て
い
な
い
か
検
査
を
し

ま
す
。

３
、
こ
だ
わ
り
の
設
備

プ
ロ
ト
ン
（
高
鮮
度
維
持
凍
結
機
）
で
鮮
度

を
損
な
わ
ず
に
急
速
冷
凍
。
こ
の
処
理
で
肉

の
色
味
が
き
れ
い
で
、
解
凍
時
に
ド
リ
ッ
プ

（
肉
汁
）
が
出
に
く
く
、
旨
味
を
損
な
い
ま

せ
ん
。

３
、
チ
ル
ド
室
で
３
〜
４
日
熟
成

肉
を
寝
か
せ
、
旨
み
を
肉
に
蓄
積
さ
せ
ま
す
。

４
、
ブ
ロ
ッ
ク
肉
へ

熟
成
後
、
枝
肉
を
分
割
し
骨
を
は
ず
し
、
余

計
な
膜
や
脂
を
丁
寧
に
取
り
除
き
ブ
ロ
ッ
ク

肉
に
し
ま
す
。

５
、
凍
結
（
急
速
）

ブ
ロ
ッ
ク
で
真
空
パ
ッ
ク
し
た
肉
は
、
プ
ロ

ト
ン
に
入
れ
、
鮮
度
と
美
味
し
さ
を
損
な
わ

ず
に
凍
結
し
、
美
味
し
い
「
ひ
た
ジ
ビ
エ
」

が
完
成
。

▲猟師　秋好純一さん

箱わな

猟銃
※模造銃

くくりわな

道の駅の
皆さん

しし肉カレー しし丼

日田市獣肉処理施設

プロトン 洗浄作業

猟師歴：48年
祖父や父が猟師をし
ていたので自分も猟
師に。
毎朝、日の出と日没
の時間、温度や風か
ら判断してその日ど
こで狩猟するかを決
める。わな作りも毎
年改良し、日々イノ
シシやシカとどちら
が賢いか知恵比べを
楽しんでいる。▲猟師　横田壱岐雄さん

猟師歴：50年
父がもともと猟師で
猟を始めた。現在も
農業の傍ら、猟をし
ている。
獣肉処理施設への取
材日、くくりわなで
捕らえた65kgのイ
ノシシを持ってき
た。

日
田
の
猟
師
た
ち

現
在
、
日
田
の
猟
師
の
数
は
「
わ
な
　
約
１
５

０
人
、
銃
　
約
90
人
」
。

多
い
と
き
は
旧
市
内
だ
け
で
５
０
０
人
も
い
た

が
、
猟
師
の
数
は
年
々
減
少
し
て
い
る
。
　

▲川津保夫さん

経験年数：８年
ここでの作業は美味
しい肉を届けるため
に他の処理場よりも
手間ひまをかけて、
丁寧にさばいてい
る。
一頭の獣肉でも無駄
にせず、猟師と処理
場が協力し合って、
肉質のレベルをもっ
と上げることが目
標。▲針崎 実さん

経験年数：３年
川津さんに一から教
えてもらうとともに
研修会等に参加し
て、処理の技術を学
び、美味しいジビエ
づくりを目指してい
る。今後も肉質向上
の技術を共有し、
もっと販路を拡大し
ながら、猟師に役立
つ施設となることが
目標。

獣
肉
処
理
施
設
の
人
た
ち

美
味
し
い
「
ひ
た
ジ
ビ
エ
」
を
作
り
出
す
た

め
、
肉
の
血
抜
き
や
余
分
な
も
の
を
削
ぎ
落
と

す
作
業
の
ほ
か
、
形
に
も
こ
だ
わ
り
な
が
ら
一

つ
一
つ
の
作
業
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
る
。

日
田
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

　
ジ
ビ
エ
は
昔
食
べ
た
イ
メ
ー
ジ
が
残
っ
て
い

る
か
ら
か
、
臭
い
・
硬
い
の
イ
メ
ー
ジ
が
払
拭

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
「
ひ
た
ジ
ビ
エ
」
は
臭
み

が
ほ
と
ん
ど
無
く
高
品
質
で
す
が
、
ジ
ビ
エ
自

体
の
認
識
や
知
名
度
が
低
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
、
日
田
市
ジ
ビ
エ
推
進
協
議
会
が
市
内

の
高
校
生
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
ジ

ビ
エ
料
理
を
創
作
し
て
も
ら
う
「
ひ
た
ジ
ビ
エ

レ
シ
ピ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
平
成
29
年
か
ら
開
催

し
、
今
ま
で
ジ
ビ
エ
に
接
点
の
な
か
っ
た
人
を

含
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
「
ひ
た
ジ
ビ
エ
」
の

美
味
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
グ
ラ
ン
プ
リ
に
な
っ
た
レ
シ
ピ
は
市
内
の

小
・
中
学
校
の
給
食
に
採
用
さ
れ
ま
す
。

全ての作業
に洗浄・消
毒を徹底

第３回
「ひたジビエ　レシピグランプリ」は
11月16日（土）に開催されます！

　
ま
た
、
市
内
に
は
「
ひ
た
ジ
ビ
エ
」
を
提
供

し
て
い
る
店
が
数
店
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も

「
道
の
駅
せ
せ
ら
ぎ
郷
か
み
つ
え
」
で
は
、
３

種
類
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ど
の

料
理
も
臭
み
は
な
く
、
ジ
ビ
エ
は
臭
い
と
思
っ

て
い
る
人
は
驚
く
は
ず
で
す
。

　
今
後
、
「
ひ
た
ジ
ビ
エ
」
の
良
さ
が
広
く
認

知
さ
れ
て
販
売
量
が
増
加
し
て
い
け
ば
、
処
理

施
設
で
多
く
の
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
市
内
の
有
害

鳥
獣
と
農
林
産
物
被
害
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
「
ひ
た
ジ
ビ
エ
」
を
是

非
一
度
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

▲こだわり
血の残りが多いと臭みが増し、肉の
色も鮮やかではなくなるので、丁寧
に血管に沿って血抜きをする。

▲こだわり
ラップに包んで形成し、
真空パックにすることで、
きれいな仕上がりになる。

▲こだわり
寄生虫や病気がないか内臓を
チェックする。

【表紙】
　料理家　高瀬妙子 氏

【記事】
　道の駅せせらぎ郷
　かみつえ

～ご協力～
今回特集の

▼

「ひたジビ
エ」を提供し
ている市内の
店を紹介
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　国民健康保険制度や後期高齢者医療制度では、加入者が病院にかかったときの医療費を負担するほか、様々な給付サ
ービスがあります。これらのサービスを受けるためには、世帯主や病院にかかった人からの申請が必要です。該当する
場合は、早めに手続きを行ってください。

交通事故などにあったときは

交通事故で相手がいる場合など、第三者の行為によってケガや病気をした場合
は、保険者（市・県など）が負担する額（窓口負担額以外）は、加害者が負担
することとなっています。▲

届出に必要なもの
　第三者行為による傷病届、交通事故証明書、印鑑、個人番号が分かるもの、
その他の指定する書類

※届出に必要な書類は上記に備え付けています。

■高額療養費の支給
１か月に支払った医療費の自己負担額が高額になった
場合、申請して認められると、自己負担限度額を超え
た金額が高額療養費として支給されます。
※国民健康保険制度や後期高齢者医療制度の加入者の年齢等
によって、限度額や計算方法等が異なります。

■はり、きゅう、マッサージの施術料
市の指定した施術所で、はり、きゅう等の治療を受け
た場合、施術料の一部（１日１回900円、月５回が限
度）を補助します。なお、加入者は補助額を差し引い
た額を施術所で負担することになります。
※指定施術所は上記にお問い合わせください。

■入院時食事負担額の差額支給
市県民税非課税世帯の人が、入院時に１食当たり460
円（定額）の食事代を負担した場合、申請によって基
準額との差額の払戻しを受けることができます。

■コルセット等の治療用装具代
医師が必要と認めた治療用装具の代金は、全額を支払
った後で自己負担額を超えた金額の払戻しを受けるこ
とができます。

■出産育児一時金
国民健康保険加入者が妊娠12週以上で出産（死産・流
産を含む）した場合、出産育児一時金が支給されます。

■葬祭費
国民健康保険制度や後期高齢者医療制度の加入者が亡く
なったときは、喪主に葬祭費が支給されます。

■インフルエンザ予防接種
国民健康保険被保険者（65歳未満）が、インフルエン
ザ予防接種に係る費用を医療機関に支払った場合、
1,000円（１人１年に１回まで）を助成します。
※接種期間は10月から翌年１月末までです。
※申請の受付は翌年４月末までとなります。

■一部負担金の減免・徴収猶予
震災、風水害、火災等の災害によって重大な損害を受け
たときや、事業又は業務の休廃止、失業等によって収入
が著しく減少したときは、本人からの申請で医療機関の
窓口で支払う一部負担金の減免を受けることができます
（収入額には基準があります）。

問健康保険課国保・年金係☎㉒８２７１（市役所１階）

国民健康保険・後期高齢者医療制度の各種サービス

▲

国民健康保険制度の場合
　保険証、印鑑、世帯主名義の通帳、個人番号が分かるもの、その他の指定する書類▲

後期高齢者医療制度の場合
　保険証、印鑑、本人名義の通帳、個人番号が分かるもの、その他の指定する書類
※医療機関等への支払いや出生・死亡の翌日から２年を過ぎると、申請及び請求ができませんのでご注意ください。
（インフルエンザ予防接種助成金の申請は接種した翌年４月末までの受付です）

申請に必要なもの

ＤＶ、ストーカーなど

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは
配偶者やパートナーなど、親しい関係にある人から振
るわれる暴力を意味します。その被害は身体だけでな
く、心にも大きな影響を及ぼします。

配偶者暴力相談支援センター
婦人相談所
☎０９７-５４４-３９００
（平日）午前９時～午後９時
（土・日曜日、祝日）午後１時～５時、午後６時～９時

アイネス（女性総合相談）
☎０９７-５３４-８８７４
女性の悩みや問題に対する助言・情報提供
（平日）午前９時～午後４時30分
※祝日、年末年始を除く。

警察安全相談
大分県警察本部広報課
☎０９７-５３４-９１１０／０９７-５３７-４１０７
（平日）午前９時～午後５時45分
日田警察署生活安全課
☎㉓２１３１
（平日）午前９時～午後５時45分

大分労働局雇用均等室
☎０９７-５３２-４０２５
（平日）午前８時30分～午後５時15分

女性の人権ホットライン
大分地方法務局
☎０５７０-０７０-８１０
（平日）午前８時30分～午後５時15分
【強化期間】11月18日㈪～24日㈰
（11月18日～22日）午前８時30分～午後７時
（11月23日・24日）午前10時～午後５時

アイネス（男性総合相談）
☎０９７-５３４-８６１４
（平日）午前９時～午後４時30分
※祝日、年末年始を除く。
※男性相談員が応じます。

問まちづくり推進課市民協働･男女共同参画推進係☎㉒７５１５（市役所６階）

身体を傷つける
　殴る、蹴る、物を投げつける、髪を引っ張る、
　引きずり回すなど
心を傷つける
　大声で怒鳴る、無視する、生活費を渡さないなど
性的に傷つける
　見たくないのにポルノ雑誌を見せる、中絶を強要する、
避妊に協力しないなど

　暴力を受けることは、女性にとって「我慢すること」でも「恥ずかしいこと」でもありません。
　下記の相談所にご相談ください。また、ＤＶで困っている人が周りにいたら紹介してください。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。

パープルリボン運動は、1994年にアメリカで始まった
女性に対する暴力根絶の運動です。今では国際的な広が
りを見せ、40か国以上でパープルリボンをシンボルと
する運動が展開されています。

知っていますか？パープルリボン運動

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス） 職場でのセクハラ・性別による差別的扱い

女性の人権問題全般

男性の人権問題全般

このリボンには「あなたは一人ではないよ」というメッセージが込められています。

ＤＶＤＶで悩んでいませんか？
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文化団体行事

市政情報ピックアップ

●第73回日田市文教祭　－11月開催行事－

「文芸の集い俳句大会」
大分県現代俳句協会 有村王志会長
による記念講演会などを開催

▼とき　　11月10日㈰
　　　　　午前10時～

▼ところ
　アオーゼ　多目的ホール

「生活文化展」

▼とき　　11月16日㈯～17日㈰
　　　　　午前10時～

▼ところ
　パトリア日田　ギャラリー
※茶道は16日㈯のみ開催。

「秋の東洋蘭・おもと展」

▼とき　　11月22日㈮～24日㈰
　　　　　午前10時～午後５時
※最終日は午後４時まで。

▼ところ
　パトリア日田　ギャラリー

「第25回舞台芸術祭　おどりの祭典」

▼とき　　11月24日㈰　
　　　　　午前11時開演　

▼ところ
　パトリア日田　大ホール

問社会教育課文化振興係☎㉒６８６８（アオーゼ内）

「日田市中学校読書感想画・美術展」

▼とき　　11月15日㈮～17日㈰
　　　　　午前９時～午後５時

▼ところ
　アオーゼ　美術展示ギャラリー

「日田市小中学校書写展」

▼とき　　11月22日㈮～24日㈰
　　　　　午前９時～午後５時

▼ところ
　アオーゼ　美術展示ギャラリー

学校行事

●旧姓（旧氏）が併記できるようになります！

問市民課窓口サービス係☎㉒８２０４（市役所１階）

さらに令和３年３月からは、マイナンバーカードの
「健康保険証」としての利用が始まります！
※窓口の混雑が予想されますので、今のうちにマイナンバーカードの申請
をお済ませください。

　婚姻等で姓に変更があった場合でも、従来称してきた姓が住民票やマイナンバーカード等に記載されることで、旧
姓（旧氏）での本人確認が可能になります。

住民票・印鑑登録証明書・マイナンバーカードに

こんなときに便利！

▼就職・転職時など、仕事の場面でも旧姓
で本人確認ができます！

▼契約や銀行口座の名義に旧姓が使われる
場面で、その証明に使えます！

※旧姓（旧氏）を記載したい場合は、届出が必要
です。詳細は下記にお問い合わせください。

11月５日（火）から

マイナンバーカードの申請・受取りができます！
■とき　　11月10日㈰　午前９時～午後３時
　　　　　11月28日㈭　午後５時～７時30分
■ところ　市役所１階　市民課
※北側玄関をご利用ください。
※マイナンバー以外の各種証明書等の交付は行いま
　せんのでご注意ください。
問マイナンバーお問合せダイヤル
　☎㉒８３０３（市役所１階）

全て入場料無料

問学校教育課指導係☎㉒８３２６（市役所別館２階）

●２年連続全教科全国平均以上達成～平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査～

　全国学力・学習状況調査は、基礎的・基本的な知識・技能やそれらを活
用する力が身についているかを問う問題が出題されます。今年度の調査で
は、小・中学校ともに２年連続で全ての教科において全国平均以上の結果
となりました。今年度の大分県の全国順位は小学校が10位、中学校が13
位であることを踏まえると、それ以上となる日田市の結果は、全国の上位
に位置する大変良好な結果と言えます。
　今後も市内小・中学校では、子供たちの学力向上に向けて授業改善・家
庭学習・補充学習の充実に取り組んでいきます。

日田市
大分県
全国

国語
68
67
64

算数
67
67
67

国語
75
74
73

数学
60
61
60

英語
56
55
56

小学校６年生 中学校３年生

▼平均正答率　※色付き部分は全国値以上です。

※詳細は市ホームページ、又は
右記二次元コードからご覧く
ださい。

来年度から市内全小・中学校がコミュニティ・スクールとなります。
さらなる学校教育への理解と支援をお願いします！
※コミュニティ・スクールとは、学校運営に地域の声を積極的に生かし、学校
と地域が一体となって連携・協働しながら、特色ある学校づくりと子供の健
全育成を図るものです。

▼対象者の条件
・市内に住所を有し、安全運転支援装置を購入・設置
した車両の車検証に使用者として記載されている人
（事業用・販売目的の車は除く）
・申請時に65歳以上の人
・市税の滞納がない人
・設置後１年以上使用すること　等

▼補助額
　補助対象経費の２分の１（上限22,000円）

▼申請手続の流れ　　　
①取付け業者に設置可能か確認
※年式の古い車や一部の車種には設置できません。
②装置取付け後、必要書類を市に提出
③額の確定通知後、申請者の口座に補助金が振り込まれる

▼申請方法
　必要書類に記入し下記に申込み

●安全運転支援装置の設置費用補助を始めます！
　高齢ドライバーのアクセルとブレーキの踏み間違いによる交通事故が全国的に大きく報道されています。市では高
齢ドライバーに免許証の返納を呼びかける一方で、運転するときに少しでも安心してもらえるよう、11月1日から安
全運転支援装置を取り付ける人を対象に、購入及び取付けに必要な費用の補助を行います。

問市民課生活安全係☎㉒８２０４（市役所１階）

高齢ドライバー対象

安全運転支援装置には
３つの種類があります！

➊アクセルペダルを強く踏み込んだ場合に加速
を抑制する装置

➋前方や後方に障害物があれば車体に装備され
たセンサーが検知し、加速を抑制する装置

➌ペダルの踏み間違いを防止するためアクセル
とブレーキが一体化されたワンペダル式の装置

※この装置は全ての交通事故防
止を保証するものではありま
せん。交通ルールを守り安全
運転に努めましょう。

※必要書類は市ホームページか右記二次元
コードからダウンロード、又は下記に備え
付けています。
※詳細は下記にお問い合わせください。
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　市では、大雨や台風、行方不明者の情報などを屋外
のスピーカーから放送していますが、聞こえない地域
があったり、風向きや天候によって聞こえづらいこと
があります。そこで「各家庭に設置できる」防災行政
無線の戸別受信機（防災ラジオ）の整備を、現在進め
ています。

●一家に一台、防災ラジオ

問防災危機・管理課防災危機・管理係
　☎㉒８３６３（市役所４階）

問大分労働局職業安定課☎０９７-５３５-２０９０
　ハローワークひた☎㉒８６０９
　商工労政課雇用・労働環境係☎㉒８２３９（市役所３階）

・各世帯ごとに１台無料貸与します
・防災情報のほか、行政情報や各
自治会ごとのお知らせなど、
様々な情報を届ける予定です
・緊急放送は最大音量で放送します
・乾電池でも作動するので、持ち
運び可能です

※認定を受けるには大分労働局又はハローワークひたに必要書類
を提出してください。

喜楽苑は３年前から働き
方改革の取組み、職員の
働きやすい環境づくりに
努め、今回の認定につな
がりました。
市内では２社目、県内で
11社目の認定です。

※令和２年５月頃から配付（貸与）予定。（工事の進捗によっ
て変わります。）
※申請方法など、詳細は今後の広報ひた等でお知らせします。

（福）大喜福祉会喜楽苑が
９月に介護業種で県内初の認定企業に！

280MHz帯防災行政無線

　ユースエール認定企業は、厚生労働大臣が認定する
若者の採用・育成に積極的で、若者の雇用管理の状況
などが優良な中小企業です。認定企業となるには、有
給休暇の平均取得実績、月平均所定外労働時間、育児
休業取得率状況などにおいて厳しい基準を満たす必要
があります。市内の企業もユースエール認定を目指し
てみませんか。

●ユースエール認定企業
　を知っていますか？

●第21回天領日田ひなまつり健康マラソン大会参加者募集

▼とき　３月８日㈰　開会式　午前８時～

▼種目　２km　（午前８時45分スタート）
　　　　ハーフ （午前９時５分スタート）
　　　　10km  （午前９時15分スタート）
　　　　5.5km （午前９時15分スタート）
※ハーフ、10km、5.5kmコースは豆田町を通過します。

▼ところ　　陸上競技場

▼参加料　一般　　　　3,500円
　　　　　高校生　　　2,500円
　　　　　小・中学生　1,500円
※今年度から小学校３年生以上の参加ができます。

▼募集数　2,000人

▼ゲストランナー
　お笑い芸人　ノッチ さん

▼申込方法
　申込書又は下記インターネットサイトから申込み
　
　

　　　　　　　

※申込書はスポーツ振興課又は、各振興局・振興センター、
　各公民館等に備え付けています。
※当日の新規参加申込みはできません。

▼申込期限
　窓口・郵便振替　１月17日㈮
　ネット申込み　　１月31日㈮
※大会当日はコースの一部が交通規制（全面通行止め等）と
なります。ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお
願いします。

問スポーツ振興課スポーツ振興係☎㉒８４４２（市役所別館２階）

＜ランネット＞　　

▲

http://runnet.jp/

▼

＜スポーツエントリー＞　
　http://www.sportsentry.ne.jp/

一緒に
走りませんか？

大会ボランティア募集！
大会の受付等を行うスポーツボランティアを募集します。興味のある人、希望する人は下記まで
電話でお申し込みください。大会前に事前説明会を行います。

次回の広報ひた５月15日号は、５月15日㈪に発送します。Information ５.１ 次回の広報ひた11月15日号は、11月15日㈮に発送します。Information 11.１
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に
住
所
を
有
し
、
令

和
２
年
度
に
大
学
や
短
期
大
学
に
在
学
又

は
進
学
希
望
者
を
対
象
に
募
集
し
ま
す
。

■
月
額
貸
与
金
額
　
無
利
子

・
国
公
立
大
学
（
短
大
）

　
自
宅
　
　
３
万
９
千
円
（
同
額
）

　
自
宅
外
　
４
万
３
千
円
（
同
額
）

・
私
立
大
学
（
短
大
）

　
自
宅
　
　
４
万
６
千
円
（
４
万
５
千
円
）

　
自
宅
外
　
５
万
４
千
円
（
５
万
１
千
円
）

■
申
込
期
限
　
12
月
27
日
㈮

※
申
込
等
詳
細
は
大
分
県
奨
学
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
公
財
）
大
分
県
奨
学
会

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
６
２
０

　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館

所
蔵
資
料
の
保
護
を
目
的
に
、
く
ん
蒸
作

業
を
実
施
し
ま
す
。
作
業
で
は
人
体
に
有

害
な
薬
品
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
作
業

期
間
中
は
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
休
館

し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
14
日
㈭

※
秋
風
庵
・
遠
思
楼
は
見
学
で
き
ま
す
。

問
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
０
２
６
８
（
水
曜
日
休
館
）

国
民
年
金
加
入
の
皆
さ
ん
へ

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
の
途

中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
、
10
月
１
日

以
降
に
今
年
初
め
て
保
険
料
を
納
付
し
た

人
に
は
、
令
和
２
年
２
月
上
旬
に
同
様
の

証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
確
定
申
告
等

の
手
続
き
に
こ
の
証
明
書
や
領
収
書
等
が

必
要
で
す
。
申
告
を
行
う
ま
で
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
証
明
書
の
内
容
は
左
記
の
年
金
加
入
者
ダ
イ

ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

11
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
11
月
８
日
㈮
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
に
必
ず
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

11
月
は
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
月

８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
児
童
扶
養
手
当
を

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
支
給
日
　
11
月
11
日
㈪

※
振
り
込
み
の
時
間
は
、
金
融
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

問
こ
ど
も
未
来
課
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

児
童
福
祉
に
熱
意
が
あ
り
、
里
親
等
に
関

心
が
あ
る
人
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
と
き

　
11
月
８
日
㈮
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
２
階
　
２
０
１
会
議
室

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限

　
11
月
７
日
㈭
　
午
後
４
時

問
大
分
県
中
央
児
童
相
談
所
里
親
担
当

　
☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
２
０
１
６

　
こ
ど
も
未
来
課
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

も
の
わ
す
れ
保
健
室

　最
近
物
忘
れ
が
気
に
な
る
等
の
不
安
や
悩

み
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
11
月
10
日
㈰
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
１
階
　
音
楽
練
習
室

■
参
加
費
　
１
０
０
円

※
申
込
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　
☎
㉖
３
５
０
１

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

在
宅
で
認
知
症
者
を
介
護
し
て
い
る
人
を

対
象
に
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
11
月
11
日
㈪
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
６
階
　
６
０
１
会
議
室

■
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
８
日
㈮

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆

ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
®
教
室

ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
生
活
習
慣
病
予

防
、
肥
満
解
消
、
転
倒
予
防
等
に
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
講
義
を
聞
き

な
が
ら
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
（
雨
天
決
行
）

　
11
月
17
日
㈰
　
午
前
９
時
45
分
〜
正
午

　
（
受
付
は
午
前
９
時
〜
10
時
）

■
と
こ
ろ

　
朝
日
小
学
校
体
育
館
及
び
そ
の
周
辺

■
講
師
　
町
田
由
紀
子 

氏

■
参
加
費
　
無
料
（
申
込
不
要
）

※
飲
み
物
、
室
内
用
運
動
靴
を
持
参
し
、
動
き

や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
（
一
社
）
日
本
ス
ロ

ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
協
会
の
登
録
商
標
で
す
。

※
ひ
た
市
民
健
活
ポ
イ
ン
ト
が
付
き
ま
す
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に

対
す
る
無
料
健
康
診
断

両
親
又
は
そ
の
ど
ち
ら
か
が
原
子
爆
弾
被

爆
者
で
、
県
内
に
居
住
し
て
い
る
人
を
対

象
に
無
料
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
期
限
　
令
和
２
年
１
月
10
日
㈮

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
29
日
㈮

問
大
分
県
西
部
保
健
所
☎
㉓
３
１
３
３

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
し
、
安
心
し
て
赤

ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る
た
め
の
出
産
準

備
・
育
児
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

①
と
き
　
11
月
29
日
㈮

　
内
容
　
妊
娠
中
の
歯
科
と
栄
養

②
と
き
　
12
月
６
日
㈮

　
内
容
　
お
風
呂
の
入
れ
方
、
お
父
さ
ん

の
妊
婦
体
験

③
と
き
　
12
月
13
日
㈮

　
内
容
　
助
産
師
の
お
話
、
産
後
の
サ

ポ
ー
ト

※
時
間
は
①
・
③
は
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
、

②
は
午
後
７
時
〜
９
時
。

　
（
受
付
は
午
後
６
時
30
分
か
ら
）

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数
　
20
組
程
度

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
27
日
㈬

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

た
ま
ご
学
級
（
事
故
予
防
編
）

参
加
者
募
集

　妊
婦
及
び
２
歳
ま
で
の
乳
幼
児
が
い
る
家

族
を
対
象
に
、
安
心
し
て
子
供
を
育
て
ら

れ
る
よ
う
、
子
供
の
事
故
予
防
講
座
（
子

供
の
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

等
）
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

　
12
月
１
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）
　

■
と
こ
ろ
　
日
田
消
防
署

■
内
容
　
子
供
の
事
故
予
防
の
お
話
　

■
募
集
数
　
20
組
程
度

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
28
日
㈭

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族

を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。
気
持
ち
の
分
か

ち
合
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
12
月
５
日
㈭
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
（
受
付
は
午
後
1
時
30
分
か
ら
）

■
と
こ
ろ

　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
参
加
費
　 

無
料

■
申
込
方
法

　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
申
込
み

（
事
前
予
約
必
要
）

■
申
込
期
限
　
11
月
28
日
㈭

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ

　
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

秋
の
田
来
原

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

紅
葉
が
綺
麗
な
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り

公
園
周
辺
を
、
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
歩

き
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
　
11
月
９
日
㈯
　
午
前
９
時
〜

■
と
こ
ろ

　
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り
公
園
周
辺

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
60
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
　
上
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
７
日
㈭

※
詳
細
は
上
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
山
ダ
ム
水
源
地
域
上
下
流
交
流
事
業

実
行
委
員
会
（
大
山
振
興
局
内
）

　
☎
52
３
１
０
１

ひ
た
ひ
こ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
田
天
領
ま
つ
り
と

千
年
あ
か
り
を
訪
ね
て

　■
と
き
　
11
月
９
日
㈯

ス
タ
ー
ト
受
付
　
午
後
３
時
〜
６
時

ゴ
ー
ル
受
付
　
午
後
８
時
ま
で

※
受
付
は
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
。
　

■
コ
ー
ス
　
日
田
駅
↓
上
町
通
り
（
豆
田

町
）
↓
花
月
川
（
千
年
あ
か
り
）
↓
御

幸
通
り
（
豆
田
町
）
↓
咸
宜
園
跡
↓
日

田
駅

■
参
加
費
　
無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

※
所
要
時
間
は
１
時
間
30
分
程
度
（
約
3.5
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）
で
す
。

※
Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ひ
た
ひ
こ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
で
す
。

問
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
☎
㉓
２
５
２
８

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
公
共
交
通
・
交
流
係

☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

ひ
た
暮
ら
ｓ
ｃ
ｅ
ｎ
ｅ

in
天
領
ま
つ
り

移
住
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
空
き
家
バ

ン
ク
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
き

　
11
月
９
日
㈯
　
午
後
１
時
〜
６
時

■
と
こ
ろ
　
天
領
日
田
に
ぎ
わ
い
広
場
　

　
（
豆
田
ま
ち
づ
く
り
歴
史
交
流
館
裏
）

問
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
婚
活
！

家
に
い
る
気
分
で
た
こ
や
き
を
作
り
な
が

ら
新
た
な
出
会
い
を
探
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
・
対
象
者 

①
11
月
９
日
㈯
　
30
・
40
代
の
独
身
男
女

②
11
月
16
日
㈯
　
40
代
以
上
の
独
身
男
女

③
11
月
30
日
㈯
　
20
・
30
代
の
独
身
男
女

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時
。

■
と
こ
ろ
　
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ 

c
a
f
e
天
神
店

※
参
加
費
等
詳
細
は
天
使
の
お
つ
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
天
使
の
お
つ
会
（
矢
野
）

　
☎
０
９
０
‐
８
３
９
８
‐
３
４
１
２

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

こ
れ
か
ら
の
企
業
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ

起
業
の
事
例
紹
介

シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
と
し
た
講
演
を
行
い

ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き

　
11
月
10
日
㈰
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
コ
レ
ジ
オ
大
分
２
階
（
大
分
市
）

■
講
師
　
シ
ャ
ボ
ン
玉
石
け
ん
㈱
課
長

　
富
村
達
也 

氏

■
募
集
数
　
40
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　
左
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
（
電
話
、
メ
ー

ル
）
、
起
業
し
た
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
内
容

を
記
入
の
上
、
送
信

問
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
タ
ワ
ー
Ｚ

　
　renkeitai@

alliance-share.com

　
☎
０
９
７
７
‐
２
２
‐
１
１
１
１

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

第
44
回
日
田
市
消
費
生
活
展

「
次
世
代
へ
引
き
継
ご
う
〜
食
生
活
の
見

直
し
〜
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
12
日
㈫
〜
14
日
㈭
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
ロ
ビ
ー

■
内
容
　
健
康
的
な
食
生
活
、
食
品
ロ
ス

の
抑
制
、
消
費
者
団
体
の
活
動
報
告
、

手
作
り
石
け
ん
づ
く
り
、
消
費
者
被
害

情
報
や
消
費
生
活
相
談
情
報
の
紹
介

※
来
場
者
に
は
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
（
数
量

限
定
）
。

問
商
工
労
政
課
商
業
・
消
費
生
活
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

11
月
は
子
供
・
若
者
育
成
支
援

強
調
月
間
で
す

第
38
回
日
田
市
青
少
年
健
全
育
成
大
会

子
供
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
願
い
、
小
・

中
・
高
校
生
、
育
友
会
等
の
意
見
・
実
践

発
表
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
16
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
　

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

■
特
別
講
演
　
「
子
ど
も
た
ち
の
ネ
ッ
ト

利
用
の
現
状
と
課
題
〜
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
が
学
ぶ
べ
き
情
報
モ
ラ
ル
〜
」

■
講
師
　
（
公
財
）
ハ
イ
パ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
社
会
研
究
所
副
所
長
　
渡
辺
律
子 

氏

日
田
市
家
庭
教
育
講
演
会

「
子
育
て
の
悩
み
」
を
共
感
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
11
月
22
日
㈮
　
午
後
７
時
〜
８
時
50
分

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
演
題
　
「
子
ど
も
が
輝
く
　
ほ
め
達
の

魔
法
！
〜
あ
な
た
の
周
り
に
は
ダ
イ
ヤ

の
原
石
が
い
っ
ぱ
い
〜
」

■
講
師

　
ほ
め
る
教
育
研
究
所
　
竹
下
幸
喜 

氏

※
い
ず
れ
も
参
加
費
無
料
（
申
込
不
要
）
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

博
物
館
イ
ベ
ン
ト

①
科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

ス
ト
ロ
ー
笛
作
り
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
16
日
㈯

・
１
回
目
　
午
前
10
時
〜
10
時
40
分

・
２
回
目
　
午
前
11
時
〜
11
時
40
分

・
３
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

・
４
回
目
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
10
分

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
３
階
　
体
験
学
習
室

■
講
師
　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

②
秋
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
、
日
田
の
野
鳥
を

探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
と
き

　
11
月
17
日
㈰
　
午
前
８
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

　
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り
公
園

■
集
合
場
所
　
ア
オ
ー
ゼ
駐
車
場

　
（
午
前
７
時
50
分
ま
で
に
集
合
）

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

※
飲
み
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

第
４
回
「
人
権
文
化
と
出
会
う
日

田
の
ま
ち
づ
く
り
」
推
進
講
演
会

地
元
報
告
会
や
講
演
会
に
参
加
し
、
部
落

問
題
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
と
き

　
11
月
23
日
㈷
　
午
後
１
時
〜
４
時
10
分

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

■
演
題
　
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
っ
て

ど
ん
な
法
律
？
」

■
講
師
　
（
一
社
）
部
落
解
放
・
人
権
研

究
所
代
表
理
事
　
谷
川
雅
彦 

氏

■
入
場
料
　
無
料

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
た
人
権
研
究
セ
ン
タ
ー

　
（
事
務
局
）

　
☎
０
９
０
‐
７
１
５
０
‐
９
３
２
６

　
人
権
・
同
和
対
策
課
啓
発
推
進
係

　
☎
㉒
８
０
１
７
（
市
役
所
別
館
１
階
）

第
23
回
グ
ラ
ン
パ
ワ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

60
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
抽
選
会
も
あ

り
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
　

■
と
き
（
雨
天
中
止
）

　
12
月
１
日
㈰
　
午
前
９
時
〜

■
と
こ
ろ
　
陸
上
競
技
場

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
30
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
20
日
㈬

問
日
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
グ

　
ラ
ン
パ
ワ
ー
）
☎
㉔
７
６
７
６

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を

つ
く
ろ
う
！

ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は
、
簡
単
な
材
料
で

湯
沸
か
し
や
煮
炊
き
に
も
使
え
ま
す
。
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
推
進
の
一
環
と
し
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
12
月
８
日
㈰
　
午
後
１
時
〜
５
時

■
と
こ
ろ
　
城
町
二
丁
目
公
民
館

■
参
加
費
　
８
千
円
（
材
料
代
）

■
募
集
数
　
10
人
（
先
着
順
）

■
講
師
　
鈴
木
み
か 

氏

■
申
込
方
法

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
15
日
㈮

問
ひ
た
市
民
環
境
会
議
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会

　
☎
０
９
０
‐
３
８
８
３
‐
１
９
２
７

　
環
境
課
企
画
推
進
係

　
☎
㉒
８
３
５
７
（
市
役
所
２
階
）

職
場
で
役
立
つ
外
国
人
対
応
講
座

外
国
人
を
採
用
す
る
企
業
が
増
え
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
全
５
回
の
日
本
人
向
け

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

※
各
講
座
１
つ
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

■
と
き
（
①
・
②
は
同
じ
内
容
）

①
11
月
12
日
㈫
　
午
後
７
時
〜
９
時

②
11
月
16
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
内
容
　
外
国
人
の
習
慣
や
文
化
を
学
ぶ

③
11
月
17
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
内
容
　
日
本
語
教
育
（
入
門
編
）

④
11
月
30
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
内
容
　
日
本
語
教
育
（
基
礎
編
）

⑤
12
月
１
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
内
容
　
日
本
語
教
育
（
応
用
編
）

※
第
２
・
４
日
曜
日
午
後
２
時
か
ら
行
っ
て
い
る

日
本
語
教
室
を
③
・
⑤
は
見
学
が
で
き
ま
す
。

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
　
研
修
室

■
講
師

　
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
言
語
教
育

セ
ン
タ
ー
長 

本
田
明
子 

教
授

■
募
集
数
　
各
20
人

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
各
講
座
開
催
日
２
日
前
の

午
後
５
時
ま
で

※
①
の
み
11
日
㈪
正
午
ま
で
。

問
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

消
費
税
軽
減
税
率

緊
急
対
策
講
座

軽
減
税
率
制
度
に
よ
っ
て
生
じ
た
業
務
へ

の
対
応
方
法
や
新
し
い
請
求
書
・
領
収
書

の
書
き
方
、
経
理
処
理
な
ど
を
分
か
り
や

す
く
解
説
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
（
①
・
②
は
同
じ
内
容
）

①
11
月
14
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
９
時

②
11
月
15
日
㈮
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ

　
日
田
商
工
会
議
所
４
階
　
大
ホ
ー
ル

■
講
師

　
中
小
企
業
診
断
士
　
加
藤
敦
子 

氏

■
募
集
数
　
各
30
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
方
法
　

　
日
田
商
工
会
議
所
に
電
話
で
申
込
み

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
商
工
会
議
所
・
中
小
企
業
相
談
所

　
☎
㉒
３
１
８
４

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
に
つ
い
て

相
続
登
記
や
預
貯
金
等
の
払
戻
し
の
際
に

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

□
相
談
日
　
月
・
水
・
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
登
記
の
相
談
は
予
約
制
で
す
。

問
大
分
地
方
法
務
局
日
田
支
局

　
☎
㉒
２
７
１
９

お
年
寄
り
が
住
み
や
す
い
環
境
を

お
届
け
し
ま
す

□
対
象
　
旧
日
田
市
在
住
の
70
歳
以
上
の

高
齢
者
単
身
者
及
び
高
齢
者
の
み
の
世

帯
の
人

□
工
事
内
容
　
軽
微
な
改
善
、
修
理
、
介

護
保
険
対
象
工
事
、
そ
の
他

□
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

□
申
込
期
限
　
11
月
15
日
㈮

※
申
込
受
付
後
、
対
象
者
に
連
絡
し
ま
す
。

問
高
齢
者
住
宅
環
境
整
備
研
究
会
事
務
局

　
☎
㉔
９
２
８
８

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
・
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
10
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

　
は
た
の
歯
科
医
院
駐
車
場
（
豆
田
町
）

問
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日
田
（
新
関
）

　
☎
㉔
３
３
５
６

第
57
回
「
あ
し
な
が
Ｐ
ウ
ォ
ー
ク
10
」
in
ひ
た

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
決
行
）

　
11
月
10
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　
（
午
前
９
時
か
ら
受
付
）

　
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
前
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

□
参
加
費

　
中
学
生
以
上
３
０
０
円

　
小
学
生
以
下
無
料

□
集
合
場
所
　
日
田
駅
前
（
申
込
不
要
）

※
ひ
た
市
民
健
活
ポ
イ
ン
ト
が
付
き
ま
す
。

問
昭
和
学
園
高
等
学
校
内
（
五
島
）

　
☎
㉓
８
７
３
７

定
期
市
「
日
田
い
ち
」

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
10
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
中
央
公
園

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限
　
11
月
６
日
㈬

問
日
田
プ
レ
イ
ス
事
務
局

　
☎
０
９
０
‐
８
６
６
５
‐
０
８
７
７

第
38
回
大
分
矯
正
展

大
分
刑
務
所
の
作
業
製
品
な
ど
の
展
示
即

売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
大
分
刑
務
所
（
大
分
市
）

※

日
曜
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
。

問
大
分
刑
務
所

　
☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
５
１
７
７

第
39
回
中
津
江
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
決
行
）

　
11
月
17
日
㈰
　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

　
中
津
江
ホ
ー
ル

問
住
民
自
治
組
織
中
津
江
振
興
協
議
会
（
中

津
江
む
ら
づ
く
り
役
場
）
☎
54
３
２
０
０

第
35
回
夜
明
ふ
る
さ
と
祭
り

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
決
行
）

　
11
月
17
日
㈰
　
午
前
９
時
30
分
〜

　
夜
明
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
夜
明
小
学
校
）

問
夜
明
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
会
（
夜

明
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
㉗
２
１
２
１

令
和
元
年
前
津
江
町
ふ
る
さ
と
祭

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
決
行
）

　
11
月
17
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
前
津
江
小
学
校

問
前
津
江
町
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
前
津

江
振
興
局
内
）
☎
53
２
１
１
１

第
22
回
日
田
往
還
「
石
坂
石
畳
道
」

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
少
雨
決
行
）
　

　
11
月
17
日
㈰

　
開
会
・
ス
タ
ー
ト
　
午
前
10
時
〜

　
花
月
ふ
れ
あ
い
交
流
館
広
場
（
無
料
）

※

片
道
約
3.6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で
す
。

※

農
産
物
の
販
売
や
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
石
坂
石
畳
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
花
月

地
区
実
行
委
員
会
（
三
花
公
民
館
内
）

　
☎
㉔
９
１
４
４

い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
「
紅
葉
祭
」

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
決
行
）

　
11
月
17
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所

※

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
有
り
。

問
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
☎
㉕
５
６
０
０

災
害
に
関
す
る
お
知
ら
せ
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農
地
及
び
農
業
用
施
設
の
災
害
復

旧
補
助
金
申
請
期
限
の
確
認
を

平
成
29
年
九
州
北
部
豪
雨
で
被
災
し
た
農

地
及
び
農
業
用
施
設
で
、
市
の
災
害
復
旧

補
助
金
の
活
用
希
望
者
は
今
年
度
中
に
工

事
を
完
了
し
、
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
請
期
限
　
令
和
２
年
３
月
31
日
㈫

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課
基
盤
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
０
２
（
市
役
所
３
階
）

熊
本
地
震
・
九
州
北
部
豪
雨
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト

だ
ざ
い
ふ
遊
園
地
が
1
日
無
料
に

だ
ざ
い
ふ
遊
園
地
で
は
、
日
田
市
を
含
む

関
係
市
町
村
か
ら
来
園
す
る
人
に
限
り
左

記
の
日
が
「
入
園
料
無
料
」
と
な
り
ま

す
。
当
日
は
免
許
証
等
、
住
所
を
確
認
で

き
る
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
11
月
23
日
㈷

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
雨
天
決
行
、
荒
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

■
と
こ
ろ
　
だ
ざ
い
ふ
遊
園
地

問
㈱
太
宰
府
園

　
☎
０
９
２
‐
９
２
２
‐
３
５
５
１

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女
共
同

　
参
画
推
進
係
☎
㉒
７
５
１
５（
市
役
所
６
階
）

11
月
20
日
は
県
民
ノ
ー
残
業
デ
ー

大
分
県
の
総
労
働
時
間
は
、
全
国
平
均
に

比
べ
て
長
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
の
実
現
の
た

め
、
働
き
方
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

問
大
分
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
４
０
２
５

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

令
和
２
年
度 

大
学
奨
学
生
募
集

保
護
者
が
大
分
県
内
に
住
所
を
有
し
、
令

和
２
年
度
に
大
学
や
短
期
大
学
に
在
学
又

は
進
学
希
望
者
を
対
象
に
募
集
し
ま
す
。

■
月
額
貸
与
金
額
　
無
利
子

・
国
公
立
大
学
（
短
大
）

　
自
宅
　
　
３
万
９
千
円
（
同
額
）

　
自
宅
外
　
４
万
３
千
円
（
同
額
）

・
私
立
大
学
（
短
大
）

　
自
宅
　
　
４
万
６
千
円
（
４
万
５
千
円
）

　
自
宅
外
　
５
万
４
千
円
（
５
万
１
千
円
）

■
申
込
期
限
　
12
月
27
日
㈮

※
申
込
等
詳
細
は
大
分
県
奨
学
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
公
財
）
大
分
県
奨
学
会

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
６
２
０

　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館

所
蔵
資
料
の
保
護
を
目
的
に
、
く
ん
蒸
作

業
を
実
施
し
ま
す
。
作
業
で
は
人
体
に
有

害
な
薬
品
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
作
業

期
間
中
は
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
休
館

し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
14
日
㈭

※
秋
風
庵
・
遠
思
楼
は
見
学
で
き
ま
す
。

問
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
０
２
６
８
（
水
曜
日
休
館
）

国
民
年
金
加
入
の
皆
さ
ん
へ

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
の
途

中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
、
10
月
１
日

以
降
に
今
年
初
め
て
保
険
料
を
納
付
し
た

人
に
は
、
令
和
２
年
２
月
上
旬
に
同
様
の

証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
確
定
申
告
等

の
手
続
き
に
こ
の
証
明
書
や
領
収
書
等
が

必
要
で
す
。
申
告
を
行
う
ま
で
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
証
明
書
の
内
容
は
左
記
の
年
金
加
入
者
ダ
イ

ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

11
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
11
月
８
日
㈮
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
に
必
ず
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

11
月
は
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
月

８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
児
童
扶
養
手
当
を

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
支
給
日
　
11
月
11
日
㈪

※
振
り
込
み
の
時
間
は
、
金
融
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

問
こ
ど
も
未
来
課
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

児
童
福
祉
に
熱
意
が
あ
り
、
里
親
等
に
関

心
が
あ
る
人
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
と
き

　
11
月
８
日
㈮
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
２
階
　
２
０
１
会
議
室

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限

　
11
月
７
日
㈭
　
午
後
４
時

問
大
分
県
中
央
児
童
相
談
所
里
親
担
当

　
☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
２
０
１
６

　
こ
ど
も
未
来
課
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

も
の
わ
す
れ
保
健
室

　最
近
物
忘
れ
が
気
に
な
る
等
の
不
安
や
悩

み
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
11
月
10
日
㈰
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
１
階
　
音
楽
練
習
室

■
参
加
費
　
１
０
０
円

※
申
込
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　
☎
㉖
３
５
０
１

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

在
宅
で
認
知
症
者
を
介
護
し
て
い
る
人
を

対
象
に
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
11
月
11
日
㈪
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
６
階
　
６
０
１
会
議
室

■
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
８
日
㈮

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆

ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
®
教
室

ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
生
活
習
慣
病
予

防
、
肥
満
解
消
、
転
倒
予
防
等
に
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
講
義
を
聞
き

な
が
ら
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
（
雨
天
決
行
）

　
11
月
17
日
㈰
　
午
前
９
時
45
分
〜
正
午

　
（
受
付
は
午
前
９
時
〜
10
時
）

■
と
こ
ろ

　
朝
日
小
学
校
体
育
館
及
び
そ
の
周
辺

■
講
師
　
町
田
由
紀
子 

氏

■
参
加
費
　
無
料
（
申
込
不
要
）

※
飲
み
物
、
室
内
用
運
動
靴
を
持
参
し
、
動
き

や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
（
一
社
）
日
本
ス
ロ

ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
協
会
の
登
録
商
標
で
す
。

※
ひ
た
市
民
健
活
ポ
イ
ン
ト
が
付
き
ま
す
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に

対
す
る
無
料
健
康
診
断

両
親
又
は
そ
の
ど
ち
ら
か
が
原
子
爆
弾
被

爆
者
で
、
県
内
に
居
住
し
て
い
る
人
を
対

象
に
無
料
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
期
限
　
令
和
２
年
１
月
10
日
㈮

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
29
日
㈮

問
大
分
県
西
部
保
健
所
☎
㉓
３
１
３
３

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
し
、
安
心
し
て
赤

ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る
た
め
の
出
産
準

備
・
育
児
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

①
と
き
　
11
月
29
日
㈮

　
内
容
　
妊
娠
中
の
歯
科
と
栄
養

②
と
き
　
12
月
６
日
㈮

　
内
容
　
お
風
呂
の
入
れ
方
、
お
父
さ
ん

の
妊
婦
体
験

③
と
き
　
12
月
13
日
㈮

　
内
容
　
助
産
師
の
お
話
、
産
後
の
サ

ポ
ー
ト

※
時
間
は
①
・
③
は
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
、

②
は
午
後
７
時
〜
９
時
。

　
（
受
付
は
午
後
６
時
30
分
か
ら
）

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数
　
20
組
程
度

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
27
日
㈬

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

た
ま
ご
学
級
（
事
故
予
防
編
）

参
加
者
募
集

　妊
婦
及
び
２
歳
ま
で
の
乳
幼
児
が
い
る
家

族
を
対
象
に
、
安
心
し
て
子
供
を
育
て
ら

れ
る
よ
う
、
子
供
の
事
故
予
防
講
座
（
子

供
の
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

等
）
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

　
12
月
１
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）
　

■
と
こ
ろ
　
日
田
消
防
署

■
内
容
　
子
供
の
事
故
予
防
の
お
話
　

■
募
集
数
　
20
組
程
度

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
28
日
㈭

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族

を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。
気
持
ち
の
分
か

ち
合
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
12
月
５
日
㈭
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
（
受
付
は
午
後
1
時
30
分
か
ら
）

■
と
こ
ろ

　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
参
加
費
　 

無
料

■
申
込
方
法

　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
申
込
み

（
事
前
予
約
必
要
）

■
申
込
期
限
　
11
月
28
日
㈭

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ

　
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

秋
の
田
来
原

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

紅
葉
が
綺
麗
な
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り

公
園
周
辺
を
、
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
歩

き
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
　
11
月
９
日
㈯
　
午
前
９
時
〜

■
と
こ
ろ

　
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り
公
園
周
辺

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
60
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
　
上
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
７
日
㈭

※
詳
細
は
上
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
山
ダ
ム
水
源
地
域
上
下
流
交
流
事
業

実
行
委
員
会
（
大
山
振
興
局
内
）

　
☎
52
３
１
０
１

ひ
た
ひ
こ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
田
天
領
ま
つ
り
と

千
年
あ
か
り
を
訪
ね
て

　■
と
き
　
11
月
９
日
㈯

ス
タ
ー
ト
受
付
　
午
後
３
時
〜
６
時

ゴ
ー
ル
受
付
　
午
後
８
時
ま
で

※
受
付
は
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
。
　

■
コ
ー
ス
　
日
田
駅
↓
上
町
通
り
（
豆
田

町
）
↓
花
月
川
（
千
年
あ
か
り
）
↓
御

幸
通
り
（
豆
田
町
）
↓
咸
宜
園
跡
↓
日

田
駅

■
参
加
費
　
無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

※
所
要
時
間
は
１
時
間
30
分
程
度
（
約
3.5
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）
で
す
。

※
Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ひ
た
ひ
こ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
で
す
。

問
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
☎
㉓
２
５
２
８

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
公
共
交
通
・
交
流
係

☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

ひ
た
暮
ら
ｓ
ｃ
ｅ
ｎ
ｅ

in
天
領
ま
つ
り

移
住
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
空
き
家
バ

ン
ク
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
き

　
11
月
９
日
㈯
　
午
後
１
時
〜
６
時

■
と
こ
ろ
　
天
領
日
田
に
ぎ
わ
い
広
場
　

　
（
豆
田
ま
ち
づ
く
り
歴
史
交
流
館
裏
）

問
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
婚
活
！

家
に
い
る
気
分
で
た
こ
や
き
を
作
り
な
が

ら
新
た
な
出
会
い
を
探
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
・
対
象
者 

①
11
月
９
日
㈯
　
30
・
40
代
の
独
身
男
女

②
11
月
16
日
㈯
　
40
代
以
上
の
独
身
男
女

③
11
月
30
日
㈯
　
20
・
30
代
の
独
身
男
女

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時
。

■
と
こ
ろ
　
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ 

c
a
f
e
天
神
店

※
参
加
費
等
詳
細
は
天
使
の
お
つ
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
天
使
の
お
つ
会
（
矢
野
）

　
☎
０
９
０
‐
８
３
９
８
‐
３
４
１
２

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

こ
れ
か
ら
の
企
業
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ

起
業
の
事
例
紹
介

シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
と
し
た
講
演
を
行
い

ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き

　
11
月
10
日
㈰
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
コ
レ
ジ
オ
大
分
２
階
（
大
分
市
）

■
講
師
　
シ
ャ
ボ
ン
玉
石
け
ん
㈱
課
長

　
富
村
達
也 

氏

■
募
集
数
　
40
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　
左
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
（
電
話
、
メ
ー

ル
）
、
起
業
し
た
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
内
容

を
記
入
の
上
、
送
信

問
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
タ
ワ
ー
Ｚ

　
　renkeitai@

alliance-share.com

　
☎
０
９
７
７
‐
２
２
‐
１
１
１
１

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

第
44
回
日
田
市
消
費
生
活
展

「
次
世
代
へ
引
き
継
ご
う
〜
食
生
活
の
見

直
し
〜
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
12
日
㈫
〜
14
日
㈭
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
ロ
ビ
ー

■
内
容
　
健
康
的
な
食
生
活
、
食
品
ロ
ス

の
抑
制
、
消
費
者
団
体
の
活
動
報
告
、

手
作
り
石
け
ん
づ
く
り
、
消
費
者
被
害

情
報
や
消
費
生
活
相
談
情
報
の
紹
介

※
来
場
者
に
は
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
（
数
量

限
定
）
。

問
商
工
労
政
課
商
業
・
消
費
生
活
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

11
月
は
子
供
・
若
者
育
成
支
援

強
調
月
間
で
す

第
38
回
日
田
市
青
少
年
健
全
育
成
大
会

子
供
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
願
い
、
小
・

中
・
高
校
生
、
育
友
会
等
の
意
見
・
実
践

発
表
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
16
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
　

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

■
特
別
講
演
　
「
子
ど
も
た
ち
の
ネ
ッ
ト

利
用
の
現
状
と
課
題
〜
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
が
学
ぶ
べ
き
情
報
モ
ラ
ル
〜
」

■
講
師
　
（
公
財
）
ハ
イ
パ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
社
会
研
究
所
副
所
長
　
渡
辺
律
子 

氏

日
田
市
家
庭
教
育
講
演
会

「
子
育
て
の
悩
み
」
を
共
感
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
11
月
22
日
㈮
　
午
後
７
時
〜
８
時
50
分

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
演
題
　
「
子
ど
も
が
輝
く
　
ほ
め
達
の

魔
法
！
〜
あ
な
た
の
周
り
に
は
ダ
イ
ヤ

の
原
石
が
い
っ
ぱ
い
〜
」

■
講
師

　
ほ
め
る
教
育
研
究
所
　
竹
下
幸
喜 

氏

※
い
ず
れ
も
参
加
費
無
料
（
申
込
不
要
）
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

博
物
館
イ
ベ
ン
ト

①
科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

ス
ト
ロ
ー
笛
作
り
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
16
日
㈯

・
１
回
目
　
午
前
10
時
〜
10
時
40
分

・
２
回
目
　
午
前
11
時
〜
11
時
40
分

・
３
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

・
４
回
目
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
10
分

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
３
階
　
体
験
学
習
室

■
講
師
　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

②
秋
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
、
日
田
の
野
鳥
を

探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
と
き

　
11
月
17
日
㈰
　
午
前
８
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

　
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り
公
園

■
集
合
場
所
　
ア
オ
ー
ゼ
駐
車
場

　
（
午
前
７
時
50
分
ま
で
に
集
合
）

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

※
飲
み
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

第
４
回
「
人
権
文
化
と
出
会
う
日

田
の
ま
ち
づ
く
り
」
推
進
講
演
会

地
元
報
告
会
や
講
演
会
に
参
加
し
、
部
落

問
題
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
と
き

　
11
月
23
日
㈷
　
午
後
１
時
〜
４
時
10
分

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

■
演
題
　
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
っ
て

ど
ん
な
法
律
？
」

■
講
師
　
（
一
社
）
部
落
解
放
・
人
権
研

究
所
代
表
理
事
　
谷
川
雅
彦 

氏

■
入
場
料
　
無
料

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
た
人
権
研
究
セ
ン
タ
ー

　
（
事
務
局
）

　
☎
０
９
０
‐
７
１
５
０
‐
９
３
２
６

　
人
権
・
同
和
対
策
課
啓
発
推
進
係

　
☎
㉒
８
０
１
７
（
市
役
所
別
館
１
階
）

第
23
回
グ
ラ
ン
パ
ワ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

60
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
抽
選
会
も
あ

り
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
　

■
と
き
（
雨
天
中
止
）

　
12
月
１
日
㈰
　
午
前
９
時
〜

■
と
こ
ろ
　
陸
上
競
技
場

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
30
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
20
日
㈬

問
日
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
グ

　
ラ
ン
パ
ワ
ー
）
☎
㉔
７
６
７
６

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を

つ
く
ろ
う
！

ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は
、
簡
単
な
材
料
で

湯
沸
か
し
や
煮
炊
き
に
も
使
え
ま
す
。
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
推
進
の
一
環
と
し
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
12
月
８
日
㈰
　
午
後
１
時
〜
５
時

■
と
こ
ろ
　
城
町
二
丁
目
公
民
館

■
参
加
費
　
８
千
円
（
材
料
代
）

■
募
集
数
　
10
人
（
先
着
順
）

■
講
師
　
鈴
木
み
か 

氏

■
申
込
方
法

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
15
日
㈮

問
ひ
た
市
民
環
境
会
議
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会

　
☎
０
９
０
‐
３
８
８
３
‐
１
９
２
７

　
環
境
課
企
画
推
進
係

　
☎
㉒
８
３
５
７
（
市
役
所
２
階
）

職
場
で
役
立
つ
外
国
人
対
応
講
座

外
国
人
を
採
用
す
る
企
業
が
増
え
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
全
５
回
の
日
本
人
向
け

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

※
各
講
座
１
つ
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

■
と
き
（
①
・
②
は
同
じ
内
容
）

①
11
月
12
日
㈫
　
午
後
７
時
〜
９
時

②
11
月
16
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
内
容
　
外
国
人
の
習
慣
や
文
化
を
学
ぶ

③
11
月
17
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
内
容
　
日
本
語
教
育
（
入
門
編
）

④
11
月
30
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
内
容
　
日
本
語
教
育
（
基
礎
編
）

⑤
12
月
１
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
内
容
　
日
本
語
教
育
（
応
用
編
）

※
第
２
・
４
日
曜
日
午
後
２
時
か
ら
行
っ
て
い
る

日
本
語
教
室
を
③
・
⑤
は
見
学
が
で
き
ま
す
。

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
　
研
修
室

■
講
師

　
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
言
語
教
育

セ
ン
タ
ー
長 

本
田
明
子 

教
授

■
募
集
数
　
各
20
人

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
各
講
座
開
催
日
２
日
前
の

午
後
５
時
ま
で

※
①
の
み
11
日
㈪
正
午
ま
で
。

問
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

消
費
税
軽
減
税
率

緊
急
対
策
講
座

軽
減
税
率
制
度
に
よ
っ
て
生
じ
た
業
務
へ

の
対
応
方
法
や
新
し
い
請
求
書
・
領
収
書

の
書
き
方
、
経
理
処
理
な
ど
を
分
か
り
や

す
く
解
説
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
（
①
・
②
は
同
じ
内
容
）

①
11
月
14
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
９
時

②
11
月
15
日
㈮
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ

　
日
田
商
工
会
議
所
４
階
　
大
ホ
ー
ル

■
講
師

　
中
小
企
業
診
断
士
　
加
藤
敦
子 

氏

■
募
集
数
　
各
30
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
方
法
　

　
日
田
商
工
会
議
所
に
電
話
で
申
込
み

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
商
工
会
議
所
・
中
小
企
業
相
談
所

　
☎
㉒
３
１
８
４

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
に
つ
い
て

相
続
登
記
や
預
貯
金
等
の
払
戻
し
の
際
に

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

□
相
談
日
　
月
・
水
・
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
登
記
の
相
談
は
予
約
制
で
す
。

問
大
分
地
方
法
務
局
日
田
支
局

　
☎
㉒
２
７
１
９

お
年
寄
り
が
住
み
や
す
い
環
境
を

お
届
け
し
ま
す

□
対
象
　
旧
日
田
市
在
住
の
70
歳
以
上
の

高
齢
者
単
身
者
及
び
高
齢
者
の
み
の
世

帯
の
人

□
工
事
内
容
　
軽
微
な
改
善
、
修
理
、
介

護
保
険
対
象
工
事
、
そ
の
他

□
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

□
申
込
期
限
　
11
月
15
日
㈮

※
申
込
受
付
後
、
対
象
者
に
連
絡
し
ま
す
。

問
高
齢
者
住
宅
環
境
整
備
研
究
会
事
務
局

　
☎
㉔
９
２
８
８

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
・
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
10
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

　
は
た
の
歯
科
医
院
駐
車
場
（
豆
田
町
）

問
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日
田
（
新
関
）

　
☎
㉔
３
３
５
６

第
57
回
「
あ
し
な
が
Ｐ
ウ
ォ
ー
ク
10
」
in
ひ
た

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
決
行
）

　
11
月
10
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　
（
午
前
９
時
か
ら
受
付
）

　
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
前
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

□
参
加
費

　
中
学
生
以
上
３
０
０
円

　
小
学
生
以
下
無
料

□
集
合
場
所
　
日
田
駅
前
（
申
込
不
要
）

※
ひ
た
市
民
健
活
ポ
イ
ン
ト
が
付
き
ま
す
。

問
昭
和
学
園
高
等
学
校
内
（
五
島
）

　
☎
㉓
８
７
３
７

定
期
市
「
日
田
い
ち
」

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
10
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
中
央
公
園

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限
　
11
月
６
日
㈬

問
日
田
プ
レ
イ
ス
事
務
局

　
☎
０
９
０
‐
８
６
６
５
‐
０
８
７
７

第
38
回
大
分
矯
正
展

大
分
刑
務
所
の
作
業
製
品
な
ど
の
展
示
即

売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
大
分
刑
務
所
（
大
分
市
）

※

日
曜
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
。

問
大
分
刑
務
所

　
☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
５
１
７
７

第
39
回
中
津
江
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
決
行
）

　
11
月
17
日
㈰
　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

　
中
津
江
ホ
ー
ル

問
住
民
自
治
組
織
中
津
江
振
興
協
議
会
（
中

津
江
む
ら
づ
く
り
役
場
）
☎
54
３
２
０
０

第
35
回
夜
明
ふ
る
さ
と
祭
り

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
決
行
）

　
11
月
17
日
㈰
　
午
前
９
時
30
分
〜

　
夜
明
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
夜
明
小
学
校
）

問
夜
明
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
会
（
夜

明
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
㉗
２
１
２
１

令
和
元
年
前
津
江
町
ふ
る
さ
と
祭

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
決
行
）

　
11
月
17
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
前
津
江
小
学
校

問
前
津
江
町
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
前
津

江
振
興
局
内
）
☎
53
２
１
１
１

第
22
回
日
田
往
還
「
石
坂
石
畳
道
」

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
少
雨
決
行
）
　

　
11
月
17
日
㈰

　
開
会
・
ス
タ
ー
ト
　
午
前
10
時
〜

　
花
月
ふ
れ
あ
い
交
流
館
広
場
（
無
料
）

※

片
道
約
3.6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で
す
。

※

農
産
物
の
販
売
や
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
石
坂
石
畳
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
花
月

地
区
実
行
委
員
会
（
三
花
公
民
館
内
）

　
☎
㉔
９
１
４
４

い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
「
紅
葉
祭
」

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
決
行
）

　
11
月
17
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所

※

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
有
り
。

問
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
☎
㉕
５
６
０
０

イ
ベ
ン
ト

ｓ
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こころちゃん

農
地
及
び
農
業
用
施
設
の
災
害
復

旧
補
助
金
申
請
期
限
の
確
認
を

平
成
29
年
九
州
北
部
豪
雨
で
被
災
し
た
農

地
及
び
農
業
用
施
設
で
、
市
の
災
害
復
旧

補
助
金
の
活
用
希
望
者
は
今
年
度
中
に
工

事
を
完
了
し
、
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
請
期
限
　
令
和
２
年
３
月
31
日
㈫

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課
基
盤
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
０
２
（
市
役
所
３
階
）

熊
本
地
震
・
九
州
北
部
豪
雨
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト

だ
ざ
い
ふ
遊
園
地
が
1
日
無
料
に

だ
ざ
い
ふ
遊
園
地
で
は
、
日
田
市
を
含
む

関
係
市
町
村
か
ら
来
園
す
る
人
に
限
り
左

記
の
日
が
「
入
園
料
無
料
」
と
な
り
ま

す
。
当
日
は
免
許
証
等
、
住
所
を
確
認
で

き
る
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
11
月
23
日
㈷

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
雨
天
決
行
、
荒
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

■
と
こ
ろ
　
だ
ざ
い
ふ
遊
園
地

問
㈱
太
宰
府
園

　
☎
０
９
２
‐
９
２
２
‐
３
５
５
１

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女
共
同

　
参
画
推
進
係
☎
㉒
７
５
１
５（
市
役
所
６
階
）

11
月
20
日
は
県
民
ノ
ー
残
業
デ
ー

大
分
県
の
総
労
働
時
間
は
、
全
国
平
均
に

比
べ
て
長
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
の
実
現
の
た

め
、
働
き
方
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

問
大
分
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
４
０
２
５

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

令
和
２
年
度 

大
学
奨
学
生
募
集

保
護
者
が
大
分
県
内
に
住
所
を
有
し
、
令

和
２
年
度
に
大
学
や
短
期
大
学
に
在
学
又

は
進
学
希
望
者
を
対
象
に
募
集
し
ま
す
。

■
月
額
貸
与
金
額
　
無
利
子

・
国
公
立
大
学
（
短
大
）

　
自
宅
　
　
３
万
９
千
円
（
同
額
）

　
自
宅
外
　
４
万
３
千
円
（
同
額
）

・
私
立
大
学
（
短
大
）

　
自
宅
　
　
４
万
６
千
円
（
４
万
５
千
円
）

　
自
宅
外
　
５
万
４
千
円
（
５
万
１
千
円
）

■
申
込
期
限
　
12
月
27
日
㈮

※
申
込
等
詳
細
は
大
分
県
奨
学
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
公
財
）
大
分
県
奨
学
会

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
６
２
０

　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館

所
蔵
資
料
の
保
護
を
目
的
に
、
く
ん
蒸
作

業
を
実
施
し
ま
す
。
作
業
で
は
人
体
に
有

害
な
薬
品
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
作
業

期
間
中
は
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
休
館

し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
14
日
㈭

※
秋
風
庵
・
遠
思
楼
は
見
学
で
き
ま
す
。

問
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
０
２
６
８
（
水
曜
日
休
館
）

国
民
年
金
加
入
の
皆
さ
ん
へ

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
の
途

中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
、
10
月
１
日

以
降
に
今
年
初
め
て
保
険
料
を
納
付
し
た

人
に
は
、
令
和
２
年
２
月
上
旬
に
同
様
の

証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
確
定
申
告
等

の
手
続
き
に
こ
の
証
明
書
や
領
収
書
等
が

必
要
で
す
。
申
告
を
行
う
ま
で
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
証
明
書
の
内
容
は
左
記
の
年
金
加
入
者
ダ
イ

ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

11
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
11
月
８
日
㈮
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
に
必
ず
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

11
月
は
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
月

８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
児
童
扶
養
手
当
を

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
支
給
日
　
11
月
11
日
㈪

※
振
り
込
み
の
時
間
は
、
金
融
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

問
こ
ど
も
未
来
課
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

児
童
福
祉
に
熱
意
が
あ
り
、
里
親
等
に
関

心
が
あ
る
人
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
と
き

　
11
月
８
日
㈮
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
２
階
　
２
０
１
会
議
室

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限

　
11
月
７
日
㈭
　
午
後
４
時

問
大
分
県
中
央
児
童
相
談
所
里
親
担
当

　
☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
２
０
１
６

　
こ
ど
も
未
来
課
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

も
の
わ
す
れ
保
健
室

　最
近
物
忘
れ
が
気
に
な
る
等
の
不
安
や
悩

み
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
11
月
10
日
㈰
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
１
階
　
音
楽
練
習
室

■
参
加
費
　
１
０
０
円

※
申
込
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　
☎
㉖
３
５
０
１

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

在
宅
で
認
知
症
者
を
介
護
し
て
い
る
人
を

対
象
に
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
11
月
11
日
㈪
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
６
階
　
６
０
１
会
議
室

■
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
８
日
㈮

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆

ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
®
教
室

ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
生
活
習
慣
病
予

防
、
肥
満
解
消
、
転
倒
予
防
等
に
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
講
義
を
聞
き

な
が
ら
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
（
雨
天
決
行
）

　
11
月
17
日
㈰
　
午
前
９
時
45
分
〜
正
午

　
（
受
付
は
午
前
９
時
〜
10
時
）

■
と
こ
ろ

　
朝
日
小
学
校
体
育
館
及
び
そ
の
周
辺

■
講
師
　
町
田
由
紀
子 

氏

■
参
加
費
　
無
料
（
申
込
不
要
）

※
飲
み
物
、
室
内
用
運
動
靴
を
持
参
し
、
動
き

や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
（
一
社
）
日
本
ス
ロ

ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
協
会
の
登
録
商
標
で
す
。

※
ひ
た
市
民
健
活
ポ
イ
ン
ト
が
付
き
ま
す
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に

対
す
る
無
料
健
康
診
断

両
親
又
は
そ
の
ど
ち
ら
か
が
原
子
爆
弾
被

爆
者
で
、
県
内
に
居
住
し
て
い
る
人
を
対

象
に
無
料
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
期
限
　
令
和
２
年
１
月
10
日
㈮

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
29
日
㈮

問
大
分
県
西
部
保
健
所
☎
㉓
３
１
３
３

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
し
、
安
心
し
て
赤

ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る
た
め
の
出
産
準

備
・
育
児
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

①
と
き
　
11
月
29
日
㈮

　
内
容
　
妊
娠
中
の
歯
科
と
栄
養

②
と
き
　
12
月
６
日
㈮

　
内
容
　
お
風
呂
の
入
れ
方
、
お
父
さ
ん

の
妊
婦
体
験

③
と
き
　
12
月
13
日
㈮

　
内
容
　
助
産
師
の
お
話
、
産
後
の
サ

ポ
ー
ト

※
時
間
は
①
・
③
は
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
、

②
は
午
後
７
時
〜
９
時
。

　
（
受
付
は
午
後
６
時
30
分
か
ら
）

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数
　
20
組
程
度

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
27
日
㈬

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

た
ま
ご
学
級
（
事
故
予
防
編
）

参
加
者
募
集

　妊
婦
及
び
２
歳
ま
で
の
乳
幼
児
が
い
る
家

族
を
対
象
に
、
安
心
し
て
子
供
を
育
て
ら

れ
る
よ
う
、
子
供
の
事
故
予
防
講
座
（
子

供
の
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

等
）
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

　
12
月
１
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）
　

■
と
こ
ろ
　
日
田
消
防
署

■
内
容
　
子
供
の
事
故
予
防
の
お
話
　

■
募
集
数
　
20
組
程
度

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
28
日
㈭

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族

を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。
気
持
ち
の
分
か

ち
合
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
12
月
５
日
㈭
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
（
受
付
は
午
後
1
時
30
分
か
ら
）

■
と
こ
ろ

　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
参
加
費
　 

無
料

■
申
込
方
法

　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
申
込
み

（
事
前
予
約
必
要
）

■
申
込
期
限
　
11
月
28
日
㈭

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ

　
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

秋
の
田
来
原

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

紅
葉
が
綺
麗
な
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り

公
園
周
辺
を
、
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
歩

き
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
　
11
月
９
日
㈯
　
午
前
９
時
〜

■
と
こ
ろ

　
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り
公
園
周
辺

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
60
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
　
上
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
７
日
㈭

※
詳
細
は
上
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
山
ダ
ム
水
源
地
域
上
下
流
交
流
事
業

実
行
委
員
会
（
大
山
振
興
局
内
）

　
☎
52
３
１
０
１

ひ
た
ひ
こ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
田
天
領
ま
つ
り
と

千
年
あ
か
り
を
訪
ね
て

　■
と
き
　
11
月
９
日
㈯

ス
タ
ー
ト
受
付
　
午
後
３
時
〜
６
時

ゴ
ー
ル
受
付
　
午
後
８
時
ま
で

※
受
付
は
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
。
　

■
コ
ー
ス
　
日
田
駅
↓
上
町
通
り
（
豆
田

町
）
↓
花
月
川
（
千
年
あ
か
り
）
↓
御

幸
通
り
（
豆
田
町
）
↓
咸
宜
園
跡
↓
日

田
駅

■
参
加
費
　
無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

※
所
要
時
間
は
１
時
間
30
分
程
度
（
約
3.5
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）
で
す
。

※
Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ひ
た
ひ
こ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
で
す
。

問
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
☎
㉓
２
５
２
８

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
公
共
交
通
・
交
流
係

☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

ひ
た
暮
ら
ｓ
ｃ
ｅ
ｎ
ｅ

in
天
領
ま
つ
り

移
住
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
空
き
家
バ

ン
ク
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
き

　
11
月
９
日
㈯
　
午
後
１
時
〜
６
時

■
と
こ
ろ
　
天
領
日
田
に
ぎ
わ
い
広
場
　

　
（
豆
田
ま
ち
づ
く
り
歴
史
交
流
館
裏
）

問
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
婚
活
！

家
に
い
る
気
分
で
た
こ
や
き
を
作
り
な
が

ら
新
た
な
出
会
い
を
探
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
・
対
象
者 

①
11
月
９
日
㈯
　
30
・
40
代
の
独
身
男
女

②
11
月
16
日
㈯
　
40
代
以
上
の
独
身
男
女

③
11
月
30
日
㈯
　
20
・
30
代
の
独
身
男
女

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時
。

■
と
こ
ろ
　
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ 

c
a
f
e
天
神
店

※
参
加
費
等
詳
細
は
天
使
の
お
つ
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
天
使
の
お
つ
会
（
矢
野
）

　
☎
０
９
０
‐
８
３
９
８
‐
３
４
１
２

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

こ
れ
か
ら
の
企
業
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ

起
業
の
事
例
紹
介

シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
と
し
た
講
演
を
行
い

ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き

　
11
月
10
日
㈰
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
コ
レ
ジ
オ
大
分
２
階
（
大
分
市
）

■
講
師
　
シ
ャ
ボ
ン
玉
石
け
ん
㈱
課
長

　
富
村
達
也 

氏

■
募
集
数
　
40
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　
左
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
（
電
話
、
メ
ー

ル
）
、
起
業
し
た
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
内
容

を
記
入
の
上
、
送
信

問
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
タ
ワ
ー
Ｚ

　
　renkeitai@

alliance-share.com

　
☎
０
９
７
７
‐
２
２
‐
１
１
１
１

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

第
44
回
日
田
市
消
費
生
活
展

「
次
世
代
へ
引
き
継
ご
う
〜
食
生
活
の
見

直
し
〜
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
12
日
㈫
〜
14
日
㈭
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
ロ
ビ
ー

■
内
容
　
健
康
的
な
食
生
活
、
食
品
ロ
ス

の
抑
制
、
消
費
者
団
体
の
活
動
報
告
、

手
作
り
石
け
ん
づ
く
り
、
消
費
者
被
害

情
報
や
消
費
生
活
相
談
情
報
の
紹
介

※
来
場
者
に
は
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
（
数
量

限
定
）
。

問
商
工
労
政
課
商
業
・
消
費
生
活
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

11
月
は
子
供
・
若
者
育
成
支
援

強
調
月
間
で
す

第
38
回
日
田
市
青
少
年
健
全
育
成
大
会

子
供
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
願
い
、
小
・

中
・
高
校
生
、
育
友
会
等
の
意
見
・
実
践

発
表
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
16
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
　

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

■
特
別
講
演
　
「
子
ど
も
た
ち
の
ネ
ッ
ト

利
用
の
現
状
と
課
題
〜
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
が
学
ぶ
べ
き
情
報
モ
ラ
ル
〜
」

■
講
師
　
（
公
財
）
ハ
イ
パ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
社
会
研
究
所
副
所
長
　
渡
辺
律
子 

氏

日
田
市
家
庭
教
育
講
演
会

「
子
育
て
の
悩
み
」
を
共
感
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
11
月
22
日
㈮
　
午
後
７
時
〜
８
時
50
分

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
演
題
　
「
子
ど
も
が
輝
く
　
ほ
め
達
の

魔
法
！
〜
あ
な
た
の
周
り
に
は
ダ
イ
ヤ

の
原
石
が
い
っ
ぱ
い
〜
」

■
講
師

　
ほ
め
る
教
育
研
究
所
　
竹
下
幸
喜 

氏

※
い
ず
れ
も
参
加
費
無
料
（
申
込
不
要
）
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

博
物
館
イ
ベ
ン
ト

①
科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

ス
ト
ロ
ー
笛
作
り
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
16
日
㈯

・
１
回
目
　
午
前
10
時
〜
10
時
40
分

・
２
回
目
　
午
前
11
時
〜
11
時
40
分

・
３
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

・
４
回
目
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
10
分

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
３
階
　
体
験
学
習
室

■
講
師
　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

②
秋
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
、
日
田
の
野
鳥
を

探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
と
き

　
11
月
17
日
㈰
　
午
前
８
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

　
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り
公
園

■
集
合
場
所
　
ア
オ
ー
ゼ
駐
車
場

　
（
午
前
７
時
50
分
ま
で
に
集
合
）

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

※
飲
み
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

タ
ウ
ン
情
報

人権コラム　　心、豊かに

働く女性の人権

　「男女の人権が尊重され、かつ、社会経済情
勢の変化に対応できる豊かで活力ある社会の実
現」を目的に、1999（平成11）年に制定され
た「男女共同参画社会基本法」の施行から20年
が経過しました。本年６月の総務省による「労
働力調査」では、女性の就業者人口が3,000万人
を突破し、女性の社会進出が進み、様々な分野
で活躍する女性が増えています。
　しかし、今もなお職場での女性に対する人権
問題は残っています。例えば、女性が管理職に
登用されづらい状況や、「女だから…」、「男
だから…」と性別で任せられる職務の差がある
など、職場での差別待遇はいまだに問題が続い
ています。また、性的な嫌がらせなどのセクシ
ュアル・ハラスメントや、働く女性が妊娠・出
産を理由に不利益を受けるマタニティ・ハラス
メントといった問題もあります。
　このように、女性の社会進出が当たり前にな
った現代においても働く女性の人権が、全ての
職場で尊重されているとは言えません。
　こうした中、企業や行政の改善に向けた取り
組みだけでなく、ＳＮＳなどを中心に世界中の
女性がセクシュアル・ハラスメントや性的暴力
の被害体験を共有し、被害告発や撲滅を訴え
る「#ＭｅＴｏｏ」運動や、日本国内でも職場で
女性がハイヒールやパンプスの着用を義務付け
られることに抗議する「#ＫｕＴｏｏ」運動など
が広がってきており、様々な形で自分たちの権
利を守るため立ち上がる人たちも増えているの
です。
　女性が自分の意思をはっきりと伝え、男性は
相手の意思を尊重することで、働く女性の人権
問題を減らしていけば、本当の意味で男女とも
に能力を発揮し、全ての働く人が輝ける「男女
共同参画社会」の実現につながるのではないで
しょうか。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

第
４
回
「
人
権
文
化
と
出
会
う
日

田
の
ま
ち
づ
く
り
」
推
進
講
演
会

地
元
報
告
会
や
講
演
会
に
参
加
し
、
部
落

問
題
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
と
き

　
11
月
23
日
㈷
　
午
後
１
時
〜
４
時
10
分

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
小
ホ
ー
ル

■
演
題
　
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
っ
て

ど
ん
な
法
律
？
」

■
講
師
　
（
一
社
）
部
落
解
放
・
人
権
研

究
所
代
表
理
事
　
谷
川
雅
彦 
氏

■
入
場
料
　
無
料

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
た
人
権
研
究
セ
ン
タ
ー

　
（
事
務
局
）

　
☎
０
９
０
‐
７
１
５
０
‐
９
３
２
６

　
人
権
・
同
和
対
策
課
啓
発
推
進
係

　
☎
㉒
８
０
１
７
（
市
役
所
別
館
１
階
）

第
23
回
グ
ラ
ン
パ
ワ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

60
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
抽
選
会
も
あ

り
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
　

■
と
き
（
雨
天
中
止
）

　
12
月
１
日
㈰
　
午
前
９
時
〜

■
と
こ
ろ
　
陸
上
競
技
場

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
30
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
20
日
㈬

問
日
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
グ

　
ラ
ン
パ
ワ
ー
）
☎
㉔
７
６
７
６

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を

つ
く
ろ
う
！

ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は
、
簡
単
な
材
料
で

湯
沸
か
し
や
煮
炊
き
に
も
使
え
ま
す
。
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
推
進
の
一
環
と
し
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
12
月
８
日
㈰
　
午
後
１
時
〜
５
時

■
と
こ
ろ
　
城
町
二
丁
目
公
民
館

■
参
加
費
　
８
千
円
（
材
料
代
）

■
募
集
数
　
10
人
（
先
着
順
）

■
講
師
　
鈴
木
み
か 
氏

■
申
込
方
法

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
11
月
15
日
㈮

問
ひ
た
市
民
環
境
会
議
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会

　
☎
０
９
０
‐
３
８
８
３
‐
１
９
２
７

　
環
境
課
企
画
推
進
係

　
☎
㉒
８
３
５
７
（
市
役
所
２
階
）

職
場
で
役
立
つ
外
国
人
対
応
講
座

外
国
人
を
採
用
す
る
企
業
が
増
え
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
全
５
回
の
日
本
人
向
け

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

※
各
講
座
１
つ
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

■
と
き
（
①
・
②
は
同
じ
内
容
）

①
11
月
12
日
㈫
　
午
後
７
時
〜
９
時

②
11
月
16
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
内
容
　
外
国
人
の
習
慣
や
文
化
を
学
ぶ

③
11
月
17
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
内
容
　
日
本
語
教
育
（
入
門
編
）

④
11
月
30
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
内
容
　
日
本
語
教
育
（
基
礎
編
）

⑤
12
月
１
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
内
容
　
日
本
語
教
育
（
応
用
編
）

※
第
２
・
４
日
曜
日
午
後
２
時
か
ら
行
っ
て
い
る

日
本
語
教
室
を
③
・
⑤
は
見
学
が
で
き
ま
す
。

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
　
研
修
室

■
講
師

　
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
言
語
教
育

セ
ン
タ
ー
長 

本
田
明
子 

教
授

■
募
集
数
　
各
20
人

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
各
講
座
開
催
日
２
日
前
の

午
後
５
時
ま
で

※
①
の
み
11
日
㈪
正
午
ま
で
。

問
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

消
費
税
軽
減
税
率

緊
急
対
策
講
座

軽
減
税
率
制
度
に
よ
っ
て
生
じ
た
業
務
へ

の
対
応
方
法
や
新
し
い
請
求
書
・
領
収
書

の
書
き
方
、
経
理
処
理
な
ど
を
分
か
り
や

す
く
解
説
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
（
①
・
②
は
同
じ
内
容
）

①
11
月
14
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
９
時

②
11
月
15
日
㈮
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ

　
日
田
商
工
会
議
所
４
階
　
大
ホ
ー
ル

■
講
師

　
中
小
企
業
診
断
士
　
加
藤
敦
子 

氏

■
募
集
数
　
各
30
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
方
法
　

　
日
田
商
工
会
議
所
に
電
話
で
申
込
み

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
商
工
会
議
所
・
中
小
企
業
相
談
所

　
☎
㉒
３
１
８
４

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
に
つ
い
て

相
続
登
記
や
預
貯
金
等
の
払
戻
し
の
際
に

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

□
相
談
日
　
月
・
水
・
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
登
記
の
相
談
は
予
約
制
で
す
。

問
大
分
地
方
法
務
局
日
田
支
局

　
☎
㉒
２
７
１
９

お
年
寄
り
が
住
み
や
す
い
環
境
を

お
届
け
し
ま
す

□
対
象
　
旧
日
田
市
在
住
の
70
歳
以
上
の

高
齢
者
単
身
者
及
び
高
齢
者
の
み
の
世

帯
の
人

□
工
事
内
容
　
軽
微
な
改
善
、
修
理
、
介

護
保
険
対
象
工
事
、
そ
の
他

□
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

□
申
込
期
限
　
11
月
15
日
㈮

※
申
込
受
付
後
、
対
象
者
に
連
絡
し
ま
す
。

問
高
齢
者
住
宅
環
境
整
備
研
究
会
事
務
局

　
☎
㉔
９
２
８
８

講
習

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
・
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
10
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

　
は
た
の
歯
科
医
院
駐
車
場
（
豆
田
町
）

問
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日
田
（
新
関
）

　
☎
㉔
３
３
５
６

第
57
回
「
あ
し
な
が
Ｐ
ウ
ォ
ー
ク
10
」
in
ひ
た

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
決
行
）

　
11
月
10
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　
（
午
前
９
時
か
ら
受
付
）

　
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
前
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

□
参
加
費

　
中
学
生
以
上
３
０
０
円

　
小
学
生
以
下
無
料

□
集
合
場
所
　
日
田
駅
前
（
申
込
不
要
）

※
ひ
た
市
民
健
活
ポ
イ
ン
ト
が
付
き
ま
す
。

問
昭
和
学
園
高
等
学
校
内
（
五
島
）

　
☎
㉓
８
７
３
７

定
期
市
「
日
田
い
ち
」

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
10
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
中
央
公
園

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限
　
11
月
６
日
㈬

問
日
田
プ
レ
イ
ス
事
務
局

　
☎
０
９
０
‐
８
６
６
５
‐
０
８
７
７

第
38
回
大
分
矯
正
展

大
分
刑
務
所
の
作
業
製
品
な
ど
の
展
示
即

売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
大
分
刑
務
所
（
大
分
市
）

※

日
曜
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
。

問
大
分
刑
務
所

　
☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
５
１
７
７

第
39
回
中
津
江
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
決
行
）

　
11
月
17
日
㈰
　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

　
中
津
江
ホ
ー
ル

問
住
民
自
治
組
織
中
津
江
振
興
協
議
会
（
中

津
江
む
ら
づ
く
り
役
場
）
☎
54
３
２
０
０

第
35
回
夜
明
ふ
る
さ
と
祭
り

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
決
行
）

　
11
月
17
日
㈰
　
午
前
９
時
30
分
〜

　
夜
明
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
夜
明
小
学
校
）

問
夜
明
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
会
（
夜

明
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
㉗
２
１
２
１

令
和
元
年
前
津
江
町
ふ
る
さ
と
祭

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
決
行
）

　
11
月
17
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
前
津
江
小
学
校

問
前
津
江
町
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
前
津

江
振
興
局
内
）
☎
53
２
１
１
１

第
22
回
日
田
往
還
「
石
坂
石
畳
道
」

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
少
雨
決
行
）
　

　
11
月
17
日
㈰

　
開
会
・
ス
タ
ー
ト
　
午
前
10
時
〜

　
花
月
ふ
れ
あ
い
交
流
館
広
場
（
無
料
）

※

片
道
約
3.6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で
す
。

※

農
産
物
の
販
売
や
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
石
坂
石
畳
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
花
月

地
区
実
行
委
員
会
（
三
花
公
民
館
内
）

　
☎
㉔
９
１
４
４

い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
「
紅
葉
祭
」

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
決
行
）

　
11
月
17
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所

※

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
有
り
。

問
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
☎
㉕
５
６
０
０
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水の大切さ学ぶ
　９月４日、筑後川水源地域の前津江小学校児童と
流域地域の福岡市立堅粕小学校児童の「水」につい
ての交流会が開催された。４年目を迎えた交流会で
は、５・６年生がシオジ原生林の散策、４年生以下
が梅木川でヤマメの放流を行った。児童たちは、美
しいヤマメに「元気でね」と言葉をかけながら放
流。「水・森の大切さ」を学び、親睦を深めた。

森を守り、水を守る
　９月14日、柿ノ谷地区等で「200海里の森づく
り事業」が開催され、約170人が参加して下草刈り
作業に汗を流した。台風で被災した森林を復興させ
ようと、下流域に位置する福岡市、大川市ととも
に、ボランティアを募り保全活動を行ってきた。今
回も、集まった人々が作業を通じて交流を深め、次
回の植樹も楽しみにしていた。

自ら学び、不安を解決しよう
　９月12日、中津江公民館で「イザという時への
備え～看取り編～」講座が開催された。中津江むら
づくり役場で住民向けの研修を考える「まなぶ部
会」が、高齢化や人口減少が進み、誰もが向き合う
必要が多い葬儀に着目して実施。この日は、安心し
て葬儀を迎えるための段取り等の説明を受け、参加
者から活発な意見が寄せられていた。

日田の歴史・文化を体験
　９月14日、フェンシングトレーニングキャンプ
で日田を訪れた各国の選手団が、アオーゼで「博物
館観覧・日田下駄の鼻緒付け体験」を行った。日田
下駄組合の協力によって、日田下駄の鼻緒付けを体
験した後、自ら作った下駄を履きながら、博物館内
を観覧した選手団。カランコロンと足音を響かせな
がら、日田の歴史や文化を楽しんでいた。

水郷ひた三隈川で熱戦！
 ９月28日・29日、第28回全国市町村交流レガッ
タ日田大会が三隈川特設会場で開催された。この大
会は、ボート競技の普及と交流を目的に行われてい
るもので、日田市で開催されたのは今回が初めて。
全国26の市町村から集結した約1,000人のクルー
は「水郷ひた三隈川」の景観を楽しむとともに、白
熱したレースを展開した。

日田前津江

収穫初体験！
　８月６日、前津江小学校の４～６年生が唐辛子の
収穫体験を行った。前津江町の特産物である柚子胡
椒の学習の一環で、唐辛子を栽培している梶原公人
氏の協力を得て、柚子胡椒に欠かせない唐辛子がど
のように出来るのかを学んだ。児童たちは、立派に
育った赤や青の唐辛子を選び「辛そう」と話しなが
ら、自分の手で収穫できる喜びを感じていた。

恒久平和を祈念して、戦没者追悼式
　９月27日、先の戦争で亡くなった市出身の戦没
者を追悼する日田市戦没者追悼式がパトリア日田で
開催され、遺族会会員など約200人が参列した。式
典では、日田市遺族会連合会会長の樋口文雄氏が追
悼の辞を述べたほか、参列者による献花や追悼吟が
行われ、戦没者3,219人の冥福を祈るとともに、世
界の恒久平和を祈念した。

日田バスターミナルにリニューアル！
　９月28日、日田バスセンターのリニューアル式
典が行われ、外国人にも分かりやすいバス乗り場を
目的に日田バスターミナルへと生まれ変わった。こ
の日は「バスの日」イベントも同時に開催され、ひ
たはしり号の無料乗車体験や運転手なりきり体験の
ほか、日田バス日田営業所ではバス解体オークショ
ンなどが行われ、多くの家族連れで賑わった。

中津江

かたかす
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最後まで頑張ったよ！
　９月21日、上・中津江保育園児による「つえっ
子運動会」がすぎっ子こども園で開催された。園児
たちはかけっこや楽器演奏、可愛い衣装を身に付け
て踊るなど、この日の為に練習した成果を披露し
た。一生懸命頑張る園児たちに、温かい眼差しで見
守る保護者からは拍手や歓声が沸き上がり、最後ま
で楽しい運動会となった。

笑顔と歓声の卓球交流大会
　９月19日、上津江体育協会主催で卓球交流大会
が上津江体育館で開催され、小学生から大人まで約
30人が参加した。子供たちは大きな卓球台に苦戦
しながらも楽しそうに挑戦。大人たちも勝ちを意識
しながら白熱した試合を繰り広げた。初めて開催さ
れた卓球交流大会は笑顔と歓声に包まれ、参加者は
楽しい時間を過ごした。

愛嬌ある案山子と華麗な彼岸花
　９月16日～10月12日まで、天瀬町本城地区で、
本城彼岸花と案山子祭り実行委員会が主催の「第14
回本城１彼岸花案山子祭り」が行われた。９月28・
29日には、好きな案山子に投票するイベントも開催
され、地区内の２つの会場に七福神やミニオンな
ど、43組約300体の案山子が登場した。愛嬌ある案
山子たちに、訪れた人々は笑顔で喜んでいた。

天瀬で人生を謳歌中
　10月８日、天瀬公民館で移住者交流会が開催さ
れ、40代から80代の天瀬地区の移住者27人が参加
した。それぞれ自己紹介をした後に、グループに分
かれ食事をしながら交流。参加者からは「天瀬での
生活を楽しんでいる様子を聞くことができた」「情
報交換ができてよかった、楽しかった」との声が寄
せられ、次回の開催を楽しみにしていた。

文化は明るい笑顔から
　９月22日、清流自治会主催の「おおやま清流文化
まつり」が旧鎌手小学校体育館で行われた。会場は
住民による心尽くしの風船飾りで、道化師のクラウ
ンＫさんによるパフォーマンスや地元有志による浪
曲演舞、ピアノの弾き語りが披露され、町内外から
100人以上の観客で賑わった。特に道化師のコミカ
ルな演技に、会場中が大きな笑いに包まれていた。

嬉しい初出荷！
　９月６日、日田市新規就農者研修制度「大山えの
きファーマーズスクール」を修了した加藤想馬さん
と帆足誠さんの２人が、大山町東大山で栽培したエ
ノキタケを初出荷した。２年間の研修を今年４月に
修了し、２人で共同会社を設立。この日は約300㎏
を大切に箱詰めし、大山町農協に出荷した。「良い
ものが初出荷できて嬉しい」と笑顔で話していた。

大山上津江

天瀬

大きく育て！ひまわり
　９月８日、小五馬地区内の休耕田にひまわりの苗を
植えるイベントが行われた。遊休地の有効活用を目的
に始まったこのイベントは今回で３回目を迎えた。前
回までは６月上旬に種まきから実施していたが、今回
は梅の出荷などの農繁期を避けての実施となった。
　この日は残暑が厳しい中、子供からお年寄りまで地
区内外から35人が参加し、地元の清流長寿老人会が
育てた苗5,400株を約30アールの畑に丁寧に植えて
いった。また、9月20日には長寿老人会によって追加
で6,000株が植えられた。花の見頃は10月下旬から
11月初旬の予定。
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11月の休館日（○…休館日）
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図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日、祝日は午後６時まで）

大好き図書館！

おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　11月９日㈯
　午後３時～
　11月23日㈯
　午前11時～
□ところ
　児童コーナー

  

心の架け橋

　市民のみなさんに障がいに関するアンケートを実施
したところ「少なからず障がいのある人に対して偏見
や差別がある」との回答が83.2％で高い数値となり
ました。これは市民の約８割が、障がいのある人への
差別や偏見があると認めていることになります。これ
は、国内においても同じような状況です。どうしたら
障がいのある人への差別や偏見がなくなるのでしょう
か。アンケートでは、次のことが差別や偏見をなくす
ために必要なことだと、多くの人が回答しています。
★学校での福祉教育の充実
★障がいのある人とない人の交流の場の確保
★障がいの特性や障がいのある人への理解を深めるた
めの啓発・広報活動の充実

日田市に差別がある？～アンケートの結果から～

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

障がいへの理解

　また、平成28年に制定された「障害者差別解消
法」を知っている市民は、１割もいませんでした。今
年の４月から施行している「日田市障がいによる差別
を解消し誰もが心豊かに暮らせるまちづくり条例」
は、多くの市民のみなさんに理解してもらえるよう
に、啓発・広報活動に努めています。
　次回のアンケートで「日田市に障がいのある人への
差別や偏見がない」との回答が増えるように、市では
地域や企業への障がい理解のための出前講座や、市民
向けの講演会、障がい者団体との各種イベント等をこ
れからも行っていきます。

　本を読みたいけど、文字が読みづらいと感じる人がいます。その原因
として右記のようなケースが考えられるといわれています。
　図書館では、そういう人たちに次のようなものをお薦めしています。

文字が読みづらいと感じていませんか？ ・視力低下
　視力が低下して文字が見えづらい。
・弱視
　視力が極端に弱い。
・発達、学習障害
　脳機能の問題で字が読み取りづらい、
文字が認識できない。

　　大活字本
　弱視者（低視力者、高齢者など）にも読みやすいように、文字の大き
さや行間等を調整し、大きな活字で組み直した本です。

　　ＬＬブック
　知的障がいのある人や日本語を母語としてない人など、文字を読んだ
り、本の内容を理解することが苦手な人でも、絵や写真でわかりやすく
読めるように工夫されている本です。

　　リーディングトラッカー
　読みたい行に集中して読めるように、両隣の行の文字を隠して読み進
めたり、読みたい行の文字を拡大したりできる読書補助具です。
※図書館の窓口で貸出し用に準備をしています。

▼リーディングトラッカー

①文字が大きくなる

①

②

②両隣の文字が隠れる

①・②を使用して
広報ひたの「咸宜
園コラム」を読ん
だ場合…

地域おこし協力隊活動⑮
地域を盛り上げます！ 今回は大鶴地区で活動している梅本さんを紹介します！

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｊ
Ｉ
Ｎ

―
日
田
の
輝
き
人
を
紹
介
し
ま
す
―

　2018年12月に福岡市から移住して、大鶴地区で地域お
こし協力隊として活動している梅本洋平です。
　出身は千葉県で、学生の頃は考古学を専攻（貝塚から出
土する魚の骨の研究）していました。料理や農産物に興味
があり、野菜ソムリエや雑穀エキスパートという資格も持
っています。中山間地のおばあちゃんに頼み込んで雑穀を
作ってもらったこともありました。
　また、10年以上インターネット通販の仕事に携わってお
り、食品や地域特産品の販売をしていました。日田はほぼ
初めての場所なので日々探検の毎日です。
　現在は、大鶴地区の野菜工房「沙羅」を中心に活動をし
ています。少しでもお役に立てるお手伝いができるよう、
地域の人たちと共に頑張っていきます！
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梅本洋平さん
ようへい

11月はＤＶ防止キャンペーン期間
ですので、チラシを見かけたら手
に取ってもらえると嬉しいです。

ス  

ミ  

レ

あ
や
こ

▲ヤギとともに
　活動中

▲「沙羅」での様子

新刊情報
考える力を育てる♪はじめてのゆびあみ
日本ヴォーグ社

道具を使わなくてもできる「ゆびあみ」
は、子どもも大人も楽しめるやさしい手
芸。簡単な動きの繰り返しなので、はじめ
てでもスイスイ編める。マフラー、スヌード、シュシュなど、誰
でも作れるかわいいゆびあみ小物作品40点を紹介する。
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（令和元年９月30日現在） 

■人口　
　65,015人
　（前月比－63人）
・男　30,761人
・女　34,254人
■世帯数
　27,384世帯

　せいまお兄さんとあそぼう！
　６日㈬　11:00～
　★子育て講演会
　８日㈮　10:30～12:00
　玉ねぎ苗植え
　13日㈬　11:00～
　お弁当の日
　28日㈭　12:00～13:00 ９:00～17:30

月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　11月の主な催し　　

●お話し会
　　 ６日㈬　10:30～
　　20日㈬　15:30～
●作って遊ぼう
　　13日㈬　10:30～11:30
　　16日㈯　10:30～11:30
　クリスマスツリーを飾ろう
　27日㈬　10:30～

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～16:30
日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

　お話し会
　９日㈯　10:30～
　おしゃべり広場
　13日㈬　10:30～
　プラバン作り
　16日㈯　10:30～
　粘土遊び
　20日㈬　10:30～

●せいまお兄さんとあそぼう！
　12日㈫　10:00～11:00
●リトミック
　21日㈭　10:00～11:00
●おしゃべりタイム
　25日㈪　10:00～12:00

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

★世代間交流～豆田散策～
　８日㈮　10:00～
※雨天時は15日㈮。
★高校生とのふれあい交流会
　11日㈪　10:00～11:30
　ところ：藤蔭高校
★親と子のふれあいクラシックコンサート
　20日㈬　10:00～
　ところ：丸の内こども園

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★ママヨガ
　12日㈫　11:00～12:00
★カレンダー作り
　18日㈪　11:00～12:00
●お誕生会
　25日㈪　11:00～12:00
※誕生者は10:30までに来てください。
●身体計測
　28日㈭　11:00～12:00

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

●うたとおはなし会
　５日㈫　11:30～
●わらべうたベビーマッサージ
　＆ファーストパパママくらぶ
　12日㈫　13:30～
★親子クッキング（へこやき作り）
　15日㈮　10:00～
●プレママクラブ
　20日㈬　13:30～

小

乳

乳

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

H a p p y
B i r t h d a y

　１月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　12月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
※以前、掲載されたお子さんは対象外です。
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

  （１歳・刃連町）

さくたろう

辻 奏未ちゃん
はると

桑野陽斗ちゃん
（１歳・古金町）

乳

乳

小

 はるか そうた 
石橋晴楓ちゃん
（１歳・城町１丁目）

羽野心絆ちゃん
（１歳・玉川町）

秋田紘希ちゃん
（１歳・玉川町）

かなみ はるひ
田中 暖ちゃん
（１歳・藤山町）

川上あおちゃん
（２歳・北友田１丁目）

佐藤朔太朗ちゃん
（２歳・城町２丁目）

れいじ
髙松怜士ちゃん
（１歳・玉川３丁目）

西山桃華ちゃん
（１歳・刃連町）

　　　後藤湊太ちゃん
（１歳・田島２丁目）

乳

乳

山下緋月ちゃん
（２歳・伏木町）

ひづき
梶原瑛人ちゃん
（３歳・北友田２丁目）

えいと

 ももか ここな

こうき

乳

中島宏之介ちゃん
（３歳・田島町）

こうのすけ

乳

小

乳

小

妊娠中から子育ての記録、地域の情報まで家
族みなさんでの子育てをサポート！
お子さまに合わせた予防接種スケジュールを
自動で作成し、接種日が近づくとプッシュ通
知でお知らせします。
登録は無料です。是非、ご活用ください。

■日田市子育て支援アプリ「母子モ」■

二次元コードからダウンロード！

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

天瀬児童館　☎57８９２２

大山児童館　☎52２９０１ まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９

月生まれ11
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問こども未来課家庭支援係☎22８２９２（市役所１階）

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。あなたの１本のお電話で救われる子供がいます。

11月は
児童虐待防止
推進月間です　

問こども未来課家庭支援係☎㉒８２９２（市役所１階）

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。あなたの１本のお電話で救われる子供がいます。

●大分県中津児童相談所☎０９７９-２２-２０２５
●こども未来課家庭支援係☎㉒８２９２
●大分県日田警察署☎㉓２１３１
●大分県西部保健所☎㉓３１３３
●大分地方法務局日田支局☎㉒２７１９

下記でも相談を受け付けています

連絡は匿名で行うことも可能です。
連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
お住まいの地域の児童相談所につながります。
※一部のＩＰ電話からはつながりません。

11月は
児童虐待防止
推進月間です　
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皆
さ
ん
の
今
年
の
秋
は
、
何
の
秋
で
し
ょ
う
か
。
食
欲

の
秋
、
芸
術
の
秋
、
読
書
の
秋
…
な
ど
様
々
な
秋
が
あ
り

ま
す
が
、
今
年
の
日
田
市
の
秋
は
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
今
年
は
特
に
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
が
め
じ
ろ
押
し
で
し
た
。

　
９
月
に
開
催
さ
れ
た
「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

キ
ャ
ン
プ
」
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
す
多
く

の
海
外
選
手
が
日
田
市
を
訪
れ
、
滞
在
中
は
市
民
と
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
「
第
28
回
全
国
市
町
村
交
流
レ

ガ
ッ
タ
日
田
大
会
」
に
は
、
全
国
の
ボ
ー
ト
場
を
有
す
る

自
治
体
か
ら
約
１
０
０
０
人
の
一
般
参
加
者
が
集
い
、
三

隈
川
で
２
日
間
に
わ
た
る
ボ
ー
ト
競
技
の
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
大
会
を
楽
し
む
と
と
も
に
、
日

田
市
の
食
、
自
然
、
文
化
等
を
堪
能
し
全
国
の
仲
間
と
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
９
月
20
日
に
開
幕
し
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
日
本
大
会
。
大
分
県
で
も
５
試
合
が

開
催
さ
れ
、
日
本
代
表
の
快
進
撃
も
あ
っ
て
、
大
変
大
き

な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
８
出
場
を
か
け

た
10
月
13
日
の
日
本
対
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
戦
。
Ｊ
Ｒ
日
田

駅
前
広
場
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が
設
置
さ

れ
、
多
く
の
市
民
が
日
本
の
勝
利
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
は
勝
敗
だ
け
が
全
て
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
が
そ
の
こ
と
を
強
く
印
象
に
刻
ん
だ
の
は
、
台
風

19
号
の
影
響
で
試
合
が
中
止
と
な
り
、
最
下
位
で
予
選
敗

退
と
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
釜
石
市
に
残
っ
て
災
害
復

旧
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
カ
ナ
ダ
代
表
で
し

た
。
大
会
直
前
か
ら
キ
ャ
ン
プ
地
で
地
元
の
人
々
と
絆
を

深
め
て
き
た
カ
ナ
ダ
代
表
は
、
日
本
へ
の
恩
返
し
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。

　
勝
敗
も
大
事
な
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
ぞ
ス
ポ
ー
ツ
の
あ

る
べ
き
姿
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
体
を
鍛
え
た
り
、
健

康
を
増
進
し
た
り
す
る
こ
と
に
目
が
行
き
が
ち
で
す
が
、

心
も
豊
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と
に
、
改
め
て
ス
ポ
ー
ツ
が

持
つ
力
の
凄
さ
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
秋
、
是
非
皆
さ
ん
も
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て

み
て
、
そ
の
魅
力
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。


